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西条市長
伊藤宏太郎

　予算とは、１年間の収入（歳入）と支出（歳出）に関する見
積もりをまとめた「計画」のことです。決算とは、実際の収支
をまとめた「実績」に当たります。

予 算 ・ 決 算 と は ？

市 の 会 計 は ３ 種 類
　福祉や教育、道路整備など、市政運営の基本
となる会計です。

　国民健康保険や介護保険など、一般会計と区
分する必要がある特定事業の会計です。

　企業経営という観点から、独立して経理する
会計です。

一般会計

特別会計

企業会計
※本文中の金額は、１万円未満を四捨五入しています。
　市民１人当たりの計算は、平成22年３月31日現在の人口（114,622人）を基にしています。
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予算額 456億7,208万円

歳　入 441億1,722万円

歳　出 418億1,026万円

●歳入歳出差引額（歳入－歳出）

●平成22年度へ繰り越すべき財源

●実質収支額（Ａ－Ｂ）

23億　696万円…Ａ

１億3,135万円…Ｂ

21億7,561万円

441億1,722万円

市税
159億158万円
　　     36.0％

地方交付税
80億5,149万円
　　　  18.3％

国庫支出金
59億7,718万円
　　       13.5％

市債
31億9,830万円 7.3％

県支出金
24億9,117万円 5.6％

繰越金
25億5,471万円 5.8％

その他
分担金・負担金、使用料・手数料など
59億4,279万円 13.5％

■市税：市民税や固定資産税など、市民の皆さん
　　に納めていただいたお金です。

■地方交付税：市の財政状況に応じて国から交付
　　されたお金です。

■国庫支出金：特定の事業を行うために国から交
　　付された負担金、補助金などのお金です。

■市債：特定の事業を行うために、国などから借
　　り入れたお金です。

■繰越金：前年度から持ち越された剰余金のこと
　　をいいます。事業を持ち越すことで必要にな
　　ったお金も含みます。

■県支出金：特定の事業を行うために、県から交
　　付された負担金・補助金などのお金です。

■分担金・負担金：市の事業で特定の利益を受け
　　た人に負担していただいたお金です。
　使用料・手数料：市の施設の使用や、住民票の
　　交付など、特定の行政サービスを受けた人に
　　負担していただいたお金です。

市たばこ税　5,788円　4.2％ その他（軽自動車税など）　2,355円　1.7％

民生費
119億7,829万円
　　　　28.7％

総務費
90億2,228万円
　　       21.6％

公債費
53億2,615万円
　　 　 12.7％

土木費
42億7,675万円
　　 　 10.2％

教育費
36億5,407万円
　　　　8.7％

衛生費
30億9,446万円
　　　　7.4％

農林水産業費
13億6,468万円

3.3％

418億1,026万円

■民生費：社会福祉や医療助成など、安定した社
　　会生活を保障するために使ったお金です。

■総務費：市庁舎の維持管理や戸籍、徴税、選挙、
　　監査事務など市の総括的な事務に使ったお金
　　です。

■公債費：国などから借り入れたお金（市債）の
　　返済などに使ったお金です。

■土木費：道路、河川、公園、市営住宅などの整
　　備や維持管理に使ったお金です。

■教育費：幼稚園や小中学校、社会教育や保健体
　　育など、教育各般に使ったお金です。

■衛生費：健康診断や各種検診、ごみ処理など、
　　健康で衛生的な生活環境を保つために使った
　　お金です。

■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に使
　　ったお金です。

■議会費：議会の運営などに使ったお金です。
　商工費：商工業の振興や観光の振興などに使っ
　　たお金です。
　消防費：消防や救急活動に使ったお金です。
　災害復旧費：災害によって道路や農地、山林な
　　どに生じた被害を復旧するために使ったお金
　　です。

議会費、商工費、消防
費、災害復旧費など
30億9,358万円
　　　　 7.4％

その他

市の借金返済　46,467円 12.7％
道路・公園等の整備　37,312円 10.2％

教育・文化　　31,879円　8.7％ 健康・衛生　26,997円 7.4％

農林水産業の振興
11,906円 3.3％
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固定資産税
78,205円　56.4％

福祉の充実
104,503円 28.7％

市の運営
78,713円
21.6％

その他　
26,989円
7.4％

その他　
26,989円
7.4％

市民税
52,383円　37.7％
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国民健康保険 129億2,916万円 123億9,573万円 119億2,619万円 4億6,954万円
老人保健 1億9,021万円 2,930万円 1,016万円 1,914万円
介護保険 91億9,117万円 90億7,075万円 88億　449万円 2億6,626万円
 うち介護保険事業勘定 87億8,502万円 86億6,207万円 84億9,497万円 1億6,710万円

0　円

 うち介護サービス事業勘定 4億　615万円 4億　868万円 3億　952万円 9,916万円
簡易水道事業 1億3,639万円 1億3,185万円 1億3,185万円 0　円
公共下水道事業 48億9,168万円 47億7,528万円 47億7,528万円 0　円
小規模下水道事業 6,696万円 6,384万円 6,289万円 95万円
港湾上屋事業 583万円 558万円 514万円 44万円
ひうち地域振興整備事業 3億　301万円 2億9,502万円 2億9,502万円

790万円 220万円 220万円 0　円
2億5,914万円 2億5,393万円 2億5,393万円 0　円
3,059万円 3,019万円 3,019万円 0　円
3,212万円 1,649万円 1,649万円 0　円
3,857万円 1,918万円 668万円 1,250万円
594万円 395万円 355万円 40万円
520万円

13億4,908万円
456万円 330万円 126万円

294億4,295万円 283億　 90万円 275億　694万円 7億9,396万円

土地開発事業
小松地域交流事業
本谷温泉事業
住宅新築資金等貸付事業
畑地かん水事業
庄内財産区

12億　305万円 11億7,958万円 2,347万円後期高齢者医療保険
壬生川財産区

合　　　計

会　計　区　分 予　算　額 歳　　入 歳　　出 差引（歳入－歳出）

収入（収益）　　　7億8,531万円
支出（費用）　　　7億6,411万円
差引（収入－支出） 2,120万円

収入（収益）　　  22億4,067万円
支出（費用）　　  35億8,047万円
差引（収入－支出） △ 13億3,980万円

決算報告の詳しいお問い合わせは

市庁舎本館財政課　財政第２係
　　　　　　　　　℡0897－52－1271

土　　地 ‥‥ 2,911万3,295 平方メートル

建　　物 ‥‥‥　53万7,585 平方メートル

基　　金 ‥‥‥　92億5,946 万円

有価証券 ‥‥‥‥‥　1,924 万円

出 資 金 ‥‥‥‥‥　4,599 万円

債　　権 ‥‥‥‥ 6億4,875 万円

水 道 事 業 会 計 病 院 事 業 会 計

会　計　区　分 現　在　高

特別
会計
②

一般会計　① 430億6,134万円
5,516万円
640万円
4,876万円

8億5,822万円
231億8,582万円
1億2,324万円
7億8,547万円
5億　209万円
5,013万円
3,262万円

255億9,275万円
81億3,238万円
34億5,825万円
115億9,063万円
802億4,472万円

介護保険

簡易水道事業
公共下水道事業
小規模下水道事業
ひうち地域振興整備事業
小松地域交流事業
本谷温泉事業
住宅新築資金等貸付事業

水道事業
病院事業

特別会計　計

企業会計　計
合計　①＋②＋③

　介護保険事業勘定
　介護サービス事業勘定

企業
会計
③
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

西
条
地
区
推
進
委
員
会
が
市
内
の

中
学
生
を
対
象
に
実
施
し
た
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
多
数
の
応
募

が
寄
せ
ら
れ
、
審
査
の
結
果
、
次

の
作
品
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

■
西
条
東
中
学
校

○
「
友
達
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
」

　
　
　
　

曽
我
部　

涼
（
３
年
）

○
「
社
明
運
動
」
は
私
か
ら

　
　
　
　

野
口
美
乃
里
（
３
年
）

■
西
条
西
中
学
校

○
私
を
守
る
「
地
域
の
力
」

　
　
　
　

篠
原
加
菜
美
（
３
年
）

○
私
の
役
目

　
　
　
　
　

佐
藤　

優
（
３
年
）

■
西
条
南
中
学
校

○
も
し
親
が
い
な
か
っ
た
ら

　
　
　
　
　

山
本
鷹
裕
（
３
年
）

○
中
途
半
端
な
自
分
か
ら
今
の
自

　

分
へ　
　

白
石
杏
美
（
３
年
）

■
西
条
北
中
学
校

○
「
命
」

　
　
　
　
　

多
田
旺
紘
（
３
年
）

○
ラ
ジ
オ
体
操
を
通
し
て

　
　
　
　
　

近
藤
加
菜
（
３
年
）

■
東
予
東
中
学
校

○
犯
罪
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　

竹
田
直
樹
（
１
年
）

○
少
年
犯
罪
に
思
う

　
　
　
　
　

二
神
志
帆
（
３
年
）

■
東
予
西
中
学
校

○
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　

小
林
悠
貴
（
３
年
）

○
住
み
よ
い
社
会
へ
向
け
て

　
　
　
　

髙
井
美
咲
姫
（
３
年
）

■
河
北
中
学
校

○
姉
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

　
　
　
　
　

森　

逸
登
（
３
年
）

○
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
が
社
会
を

　

変
え
る　

冨
田
陽
菜
（
３
年
）

■
丹
原
東
中
学
校

○
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　

寺
町
友
亨
（
３
年
）

○
支
え
ら
れ
た
日
々

　
　
　
　
　

大
棟
奈
歩
（
３
年
）

■
丹
原
西
中
学
校

○
今
を
生
き
る
思
い

　
　
　
　
　

永
井　

匠
（
３
年
）

○
「
社
会
を
明
る
く
す
る
地
域
」

　
　
　
　

日
和
佐
美
樹
（
３
年
）

■
小
松
中
学
校

○
「
規
則
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

昌
原
大
樹
（
３
年
）

○
過
去
か
ら
の
思
い

　
　
　
　

宇
佐
美
皐
月
（
３
年
）

　

市
議
会
７
月
臨
時
会
が
29
日
に

開
会
さ
れ
、
２
件
の
一
般
会
計
補

正
予
算
案
が
上
程
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

【
雇
用
機
会
の
創
出
】

○
緊
急
雇
用
創
出
事
業

　
　
　
　
　
　
　

４
５
５
２
万
円

【
国
際
交
流
事
業
】

○
西
条
市
・
保
定
市
友
好
都
市
交

　

流
事
業　
　
　
　

９
４
９
万
円

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
額

　
　
　

３
９
７
億
４
６
２
３
万
円

　

８
月
３
日
、
国
土
交
通
省
は
、

直
轄
港
湾
整
備
事
業
の
選
択
と
集

中
を
図
る
た
め
、
全
国
の
重
要
港

湾
１
０
３
港
の
う
ち
、
今
後
の
新

規
直
轄
港
湾
整
備
事
業
を
行
う
重

点
港
湾
43
港
を
公
表
し
、
そ
の
う

ち
の
一
つ
に
「
東
予
港
」
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
東
予
港
が
選
定
さ
れ
た

理
由
は
、
貨
物
の
取
扱
量
実
績
、

国
際
・
国
内
の
海
上
輸
送
網
の
拠

点
と
し
て
の
機
能
、
産
業
・
経
済

を
支
え
る
地
域
の
拠
点
性
な
ど
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
加
え
て
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
東
予
港
の
必

要
性
を
国
に
強
く
訴
え
、
努
力
し

て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

国
が
港
湾
整
備
の
新
規
事
業
凍

結
の
方
針
を
打
ち
出
す
中
、
東
予

港
で
は
西
条
地
区
の
東
防
波
堤
の

構
造
を
検
討
す
る
た
め
の
調
査
費

と
し
て
５
０
０
万
円
が
平
成
22
年

度
に
予
算
化
さ
れ
、
現
在
、
深
浅

測
量
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
予
港
の
整
備
は
、
昭
和
39
年

に
西
条
市
が
新
産
業
都
市
に
指
定

さ
れ
て
以
来
の
悲
願
で
し
た
。

　

今
回
の
選
定
は
、
港
湾
整
備
に

向
け
て
の
一
歩
前
進
で
あ
り
、
市

民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
お
よ
び

企
業
が
安
定
し
て
事
業
を
す
る
た

め
に
必
要
不
可
欠
な
港
湾
整
備
の

早
期
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
各

関
係
方
面
へ
強
く
要
望
し
て
い
く

所
存
で
す
。

▲今回の選定に強くご支援いただ
　いた白石洋一衆議院議員（左）

▲東予港（西条地区）

500ｍ

東防波堤

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表

市
議
会

７
月
臨
時
会

東
予
港
が

「
重
点
港
湾
」
に
選
定
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●
昭
和
50
年
に
下
水
道
事
業
ス
タ
ー
ト

　

西
条
市
の
下
水
道
事
業
は
市
街
地
の

都
市
化
進
展
に
伴
う
公
共
用
水
域
の
水

質
汚
濁
防
止
と
快
適
環
境
の
実
現
を
目

的
と
し
て
、
昭
和
50
年
に
公
共
下
水
道

事
業
を
西
条
処
理
区
（
旧
西
条
市
）
の

市
街
地
を
中
心
に
、
３
６
８
㌶
の
事
業

認
可
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
に
は
１
９
９
㌶
の
事
業
認

可
を
受
け
て
東
予
・
丹
原
処
理
区
（
旧

東
予
市
・
旧
丹
原
町
）
の
公
共
下
水
道

事
業
を
開
始
し
、
西
条
処
理
区
は
昭
和

60
年
に
、
東
予
・
丹
原
処
理
区
は
平
成

３
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
部
供
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
度
か
ら
は
、
神
戸
地
区
で

農
業
集
落
排
水
事
業
、
飯
岡
地
区
で
地

域
し
尿
処
理
施
設
整
備
事
業
を
開
始
し
、

そ
れ
ぞ
れ
小
規
模
下
水
道
事
業
と
し
て

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
公
共
下
水
道
の
処
理
区
域

を
拡
大
し
、
平
成
22
年
３
月
末
現
在
の

市
全
体
に
お
け
る
下
水
道
供
用
区
域
は

約
１
４
６
８
㌶
と
な
り
、
下
水
道
普
及

率
は
52
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
市
街
地
の
浸
水
を
防
ぐ
下
水
道

　

大
雨
の
雨
水
を
川
や
海
に
排
水
し
、

市
街
地
の
浸
水
を
防
ぐ
雨
水
路
や
ポ
ン

プ
場
の
整
備
も
下
水
道
事
業
の
重
要
な

役
割
で
す
。

　

市
内
で
は
、
西
条
地
区
に
お
い
て
昭

和
55
年
度
に
整
備
し
た
本
陣
川
ポ
ン
プ

場
を
は
じ
め
、
唐
樋
、
干
拓
、
船
屋
の

各
ポ
ン
プ
場
を
整
備
し
て
お
り
、
東
予

地
区
で
は
平
成
19
年
度
に
本
河
原
ポ
ン

プ
場
が
完
成
し
供
用
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
下
水
道
整
備
を
急
速
に
進
め

ま
し
た
が
、
同
時
に
各
家
庭
の
下
水
道

接
続
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
民
の
間
か
ら
「
水

の
都
」
復
活
の
動
き
が
活
発
に
な
る
と

と
も
に
、
昭
和
60
年
に
建
設
省
（
現
国

土
交
通
省
）
か
ら
ア
ク
ア
ト
ピ
ア
（
親

水
都
市
）
の
指
定
を
受
け
、
中
心
市
街

地
を
流
れ
る
観
音
水
か
ら
陣
屋
跡
堀
ま

　

下
水
道
の
整
備
に
は
土
木
・
建
築
・
機
械
・

電
気
な
ど
の
専
門
的
な
技
術
が
必
要
で
す
。

　

特
に
汚
水
を
処
理
す
る
終
末
処
理
場
や
雨
水

を
海
や
川
に
排
水
す
る
ポ
ン
プ
場
は
仕
組
み
が

複
雑
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
械
や
設
備
を
使
用
す

る
た
め
、
専
門
技
術
者
の
知
識
と
技
能
が
必
要

不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
下
水
道
整
備
に
必
要
な
専
門
技
術

者
は
少
な
く
、
常
時
雇
用
す
る
こ
と
は
困
難
な

た
め
、
昭
和
47
年
、
地
方
公
共
団
体
が
主
体
と

な
っ
て
、
専
門
技
術
者
を
確
保
・
養
成
し
、
地

方
公
共
団
体
の
下
水
道
事
業
を
支
援
す
る
「
日

本
下
水
道
事
業
団
（
Ｊ
Ｓ
）」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
（
設
立
当
初
は
下
水
道
事
業
セ
ン
タ
ー
。

平
成
15
年
に
地
方
共
同
法
人
に
移
行
）。

　

Ｊ
Ｓ
は
、
終
末
処
理
場
な
ど
下
水
道
の
根
幹

施
設
の
設
計
・
建
設
受
託
、
技
術
援
助
、
技
術

開
発
、
下
水
道
関
係
職
員
の
研
修
な
ど
の
業
務

を
通
し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
下
水
道
事
業
を

支
援
し
て
お
り
、
全
国
に
あ
る
約
２
１
０
０
カ

所
の
終
末
処
理
場
の
う
ち
、
約
７
割
の
建
設
を

支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
西
条
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
東
予
・

丹
原
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
本
河
原
ポ
ン
プ
場
の
設

計
・
建
設
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
ほ
か

に
も
Ｊ
Ｓ
と
西
条
市
は
、
人
事
交
流
に
加
え
、

処
理
場
な
ど
の
運
転
監
視
を
遠
方
か
ら
簡
易
に

行
う
シ
ス
テ
ム
の
研
究
や
、
下
水
汚
泥
の
有
効

利
用
に
関
す
る
検
討
な
ど
、
先
進
的
技
術
の
事

▲本河原ポンプ場

西
条
市
下
水
道
事
業
の
変
遷

清
流
の
保
全
活
動
と
共
に
歩
む

下
水
道
事
業

全
国
の
下
水
道
事
業
を
支
え
る

「
日
本
下
水
道
事
業
団
」

　

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す
。
下
水
道
は
、
河
川
や
海
な
ど
公
共
用
水
域
の
水

質
保
全
や
、
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
私
た
ち
の
生
活
や

活
動
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

西
条
市
の
下
水
道
事
業
は
昭
和
60
年
に
一
部
供
用
を
開
始
し
て
か
ら
、
今
年
で
25
年
を

迎
え
ま
し
た
。
今
回
、
下
水
道
の
日
に
ち
な
み
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
西
条
市
の

下
水
道
事
業
の
変
遷
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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業
化
に
つ
い
て
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｓ
は
低
コ
ス
ト
で
管
理
が
容
易
な

小
規
模
向
け
の
処
理
法
、
窒
素
や
リ
ン
な
ど
の

蓄
積
に
よ
る
水
質
悪
化
を
防
止
す
る
処
理
法
、

省
ス
ペ
ー
ス
で
非
常
に
良
好
な
処
理
水
を
得
る

特
殊
な
膜
を
用
い
た
処
理
法
な
ど
の
開
発
を
手

が
け
、
実
用
化
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
下

水
汚
泥
の
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
化
や
、
世
界
的
な

枯
渇
資
源
で
あ
る
リ
ン
を
下
水
か
ら
回
収
す
る

技
術
な
ど
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
循
環
型
社
会

の
構
築
を
リ
ー
ド
す
る
新
技
術
の
開
発
と
そ
の

実
用
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

西
条
市
の
下
水
道
は
供
用
を
開
始
し
て
25
年

に
な
り
、
施
設
の
更
新
な
ど
新
た
な
課
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
い
か
に
少
な
い
費

用
で
適
正
に
下
水
道
施
設
を
管
理
運
営
し
て
い

く
か
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
市
で
は
、
世

界
屈
指
の
知
識
や
技
術
を
有
す
る
Ｊ
Ｓ
か
ら
効

果
的
な
方
策
を
提
案
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
下
水
道
事

業
の
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

で
の
水
系
２
・
４
㌔
㍍
を
、
公
共
下
水

道
雨
水
路
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
整

備
し
ま
し
た
。

　

ア
ク
ア
ト
ピ
ア
水
系
の
整
備
は
昭
和

61
年
度
か
ら
４
カ
年
で
行
い
、
自
然
石

に
よ
る
護
岸
改
修
や
水
辺
の
緑
化
な
ど

「
親
し
み
あ
る
水
辺
景
観
づ
く
り
」

を
進
め
ま
し
た
。

　

ア
ク
ア
ト
ピ
ア
の
整
備
と
、
周
辺
住

民
の
率
先
し
た
下
水
道
接
続
に
よ
っ
て

ア
ク
ア
ト
ピ
ア
水
系
は
、
鮎
が
す
み
、

ホ
タ
ル
も
自
生
す
る
、
水
の
都
に
ふ
さ

わ
し
い
清
流
が
復
活
し
、
市
民
の
下
水

道
接
続
へ
の
意
識
高
揚
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
系
を
美
化
す
る
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
平
成
４
年
に
は
四
国
初
の

「
河
川
の
清
流
を
守
る
条
例
」
が
制

定
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
、
事
業
者
、
行

政
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
清
流
保
全
活

動
が
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
下
水
道
処
理
区
域
の

拡
大
を
行
い
、
鋭
意
、
下
水
道
整
備
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
が
、
各
家
庭
が

接
続
し
な
け
れ
ば
、
下
水
道
の
効
果
が

発
揮
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
内
の
下
水
道
は
約
６
万
人
の
方
が

利
用
で
き
ま
す
が
、
そ
の
利
用
率
は
約

90
％
（
約
５
万
５
千
人
）
で
す
。

　

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
地

域
の
皆
さ
ん
が
下
水
道
に
接
続
す
る
こ

と
で
、
初
め
て
地
域
一
帯
の
生
活
環
境

の
改
善
が
進
み
ま
す
。

　

快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
で
、

ま
だ
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
な
い
ご

家
庭
は
、
１
日
で
も
早
い
接
続
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▲

西
条
浄
化
セ
ン
タ
ー

▲

東
予
・
丹
原
浄
化
セ
ン
タ
ー

▲下水道整備と市民等の河川保全運動で清流が復活したアクアトピア水系。平
　成19年には国土交通省の「手づくり郷土賞（大賞部門）」を受賞しました。

　下水道をテーマにした作品を募集します。
各部門の中から国土交通大臣賞などの作品が
選ばれます。
募集対象・部門
○小・中学生対象
　絵画・ポスター、作文、書道、新聞部門
○資格制限なし　標語部門
応募期限　11月９日㈫ 必着
※作品は下水道業務課が取りまとめて主催者
　へ送付します。詳しくは、下水道業務課へ
　お問い合わせください。
主催　㈳日本下水道協会、㈱日本水道新聞社

　排水設備、水洗便所への改造など下水道に
ついての相談に、市の下水道担当職員がお答
えします。
日時・場所
○９月８日㈬　10時～12時
　東予農村環境改善センター
○９月８日㈬　14時～16時
　氷見公民館

○市庁舎本館下水道業務課
　下水道業務係　℡0897－52－1224
○東予総合支所建設管理課
　上下水道係　　℡0898－64－2700

下水道いろいろコンクール
作品募集

下水道相談所を開設します

お問い合わせ先

１
日
も
早
く

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
！
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ニッポンの今を知り、未来をつくるための調査です。

　国勢調査は、我が国の人口・世帯の実態を明らかにすることを目的に、５年ごとに行われ
る国のもっとも重要な統計調査です。調査結果は、少子高齢化や福祉対策・雇用対策など、
私たちの暮らしや生活全般に関わる幅広い分野で利用されます。

■ 国勢調査へのご理解・ご回答をお願いします
　公正で効率的な行政を行うためには、正確な統計資料が不可欠です。そのためには、日本に住
むすべての人・世帯から漏れのない正確な回答が必要となります。
　調査へのご理解と調査票の提出をお願いします。

■ 問合せ
　○市庁舎別館国勢調査実施本部　℡0897－52－1390　　
　○各総合支所総務課　総務調整係

■ 調査方法
　９月下旬から調査員が各世帯に調査票を配りにおうかがいします。調査票に、10月１日現在の
皆さんの状況を記入し、以下のいずれかの方法で提出してください。

①調査員への提出：調査票の回収にうかがった調査員に、直接提出する方法
　調査票を封筒に入れ、封をして調査員にお渡しください。調査員が調査票の記入内容を確認
することはありません。

②郵送による提出：市役所あてに、調査票を郵送で提出する方法
　調査票を返信用封筒に入れ、ポストに投函してください。切手は不要です。

総務省・愛媛県・西条市
国勢調査について、詳しくは

平成22年国勢調査広報サイト「国勢調査ｅ－ガイド」をご覧ください。
http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

■ 平成22年国勢調査の概要

調査期日 平成 22 年 10 月１日

調査の対象 国内にふだん住んでいるすべての人および世帯（外国人も含む）

調査の場所 住民票などの届出に関係なく、ふだん住んでいる場所

報告義務と
情報の保護

統計法では、調査対象者に調査票に記入して提出する義務（報告義務）
と、調査関係者に対して記載内容を厳重に保護することが定められて
います。

あ
な
た
の
調
査
票
か
ら

　

日
本
の
未
来
が

　
　

見
え
て
き
ま
す
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主催　人間文化研究機構 総合地球環境学研究所（文部科学省　大学共同利用機関法人）・愛媛大学・西条市
　　　㈶自治総合センター　※このシンポジウムは全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施するものです。
後援　全国地下水利用対策団体連合会・西条市地下水利用対策協議会・熊本大学『水循環』拠点形成研究グループ
　　　

■申込方法　いずれかの方法でお申し込みください。
　○申込書に必要事項を記入し、申込先へ提出（郵送・ファックス・Ｅメール可）。
　　※申込書は、公民館など市内の主な公共施設にあります。また、市ホームページからダウンロードもできます。
　○電話で申し込む。　

■申し込み・問い合せ　
　市庁舎別館　環境衛生課　環境計画係
　〒793-8601　明屋敷 164　TEL：0897-52-1221　FAX：0897-52-1294　Eメール：kankyoeisei@saijo-city.jp

　平成20年の地下水シンポジウムから２年。３年間に
わたる地下水資源調査研究により、西条市の地下水の
動きや性質などが明らかになりました。
　この自然科学的成果を市民の皆さんに伝え、豊かな
「水のまち」をめざしてさまざまな立場から意見交換
を行います。

９月  23日（木）
13時～ 17時

日 時

総合文化会館 大ホール場 所

パネルディスカッション

西条の豊かな水環境を未来につなぐ

講演会

■地下水管理に向けた科学の現状と課題
　総合地球環境学研究所教授　谷口真人氏

■熊本の地下水と水管理
　熊本大学大学院自然科学研究科教授　嶋田　純氏

■西条の水収支を見積もる
　愛媛大学農学部教授　高瀬恵次氏

■千の水が診るうちぬきの未来
　総合地球環境学研究所教授　中野孝教氏

　専門は同位体地球化学、資源地質学。各種の
地球化学的手法を利用して、人と環境、地下資
源とのかかわりを物質循環の観点から研究して
いる。

中野孝教氏　総合地球環境学研究所教授　

高瀬恵次氏　愛媛大学農学部教授　
　専門は水文学、灌漑排水学。道前平野地下水
資源調査研究委員会座長。水資源問題と流域水
循環、平野部における地下水水収支解析、土壌
浸食問題に精通。

嶋田　純氏　熊本大学大学院自然科学研究科教授　
　専門は同位体水文学。熊本市および周辺の地
下水流動等の調査や熊本県の水資源管理におけ
る主導的立場にある。地下水の古水文情報解析、
水分挙動研究などを行う。

谷口真人氏　総合地球環境学研究所教授　
　専門は水文学。ユネスコＧＲＡＰＨＩＣ（気
候変動と人間活動圧力下での地下水資源管理）
プロジェクト代表、2007年から国際地下水委員
会副代表。
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少
子
高
齢
化
が
進
み
、
福
祉
・

介
護
・
医
療
・
年
金
等
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
を
毎
日
の
よ
う
に
耳
に

し
ま
す
。

   

わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
80
歳
を

超
え
、
第
二
の
人
生
を
い
か
に
充

実
し
た
も
の
と
す
る
か
が
大
切
な

時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
果

た
す
べ
き
役
割
が
重
要
性
を
増
す

な
か
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
ま
す

ま
す
元
気
で
、
お
互
い
の
親
睦
と

連
帯
を
深
め
、
地
域
に
も
貢
献
で

き
る
よ
う
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、

「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
念
頭

に
、
各
種
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

東
予
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
以
下
「
東
予
地
区
老
連
」）
で

は
、
３
５
０
０
人
余
り
の
会
員
が

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
独
居
高
齢
者
等

の
友
愛
訪
問
、
三
世
代
交
流
活
動

や
地
域
の
清
掃
活
動
な
ど
を
精
力

的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。　

　

毎
年
恒
例
の
東
予
地
区
老
連
大

運
動
会
で
は
、
昨
年
初
め
て
ビ
バ

・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア
西
条
を
会
場
と

し
て
「
楽
し
く
！
元
気
よ
く
！
シ

ル
バ
ー
パ
ワ
ー
全
開
だ
！
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
８
７
０
人
余
り
が

参
加
し
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
秋
の
運
動
会
の「
玉
入
れ
」で

使
う
竹
か
ご
と
約
５
０
０
個
の
玉

は
会
員
手
作
り
の
物
で
、
そ
の
出

来
栄
え
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
毎
年
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
開
催
さ
れ
、
多

く
の
会
員
が
自
慢
の
喉
を
披
露
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
６
月
に
は
、
第
１
回
東
予

地
区
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
、
ビ
バ
・
ス
ポ

ル
テ
ィ
ア
西
条
で
開

催
し
ま
し
た
。
人
工

芝
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で

思
っ
た
よ
う
に
ボ
ー

ル
が
転
が
ら
ず
、
戸
惑
う
選
手
も

い
ま
し
た
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と

競
技
を
楽
し
み
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
の

表
彰
時
に
は
大
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
企
画
・

準
備
・
運
営
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

役
員
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
こ

と
か
ら
、
会
員
相
互
の
連
帯
が
よ

り
い
っ
そ
う
深
ま
り
ま
し
た
。

　

喜
多
台
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
樹
齢

お
よ
そ
３
０
０
年
と
も
い
わ
れ
る

藤
森
荒
魂
神
社
の
藤
の
管
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
剪せ

ん
て
い定

や

施せ

ひ肥
等
の
手
入
れ
に
よ
り
、
毎
年

春
に
は
１
・
５
㍍
ほ
ど
に

も
な
る
花
房
が
、
訪
れ
る

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
す
。

　

多
賀
地
区
で
は
地
元
老

人
ク
ラ
ブ
長
生
会
の
会
員

が
、
北
条
新
田
の
「
あ
じ

さ
い
ロ
ー
ド
」
の
管
理
に

自
治
会
や
婦
人
会
の
方
と

共
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

県
道
壬
生
川
新
居
浜
野
田

線
沿
い
の
あ
じ
さ
い
に
、

草
引
き
や
水
や
り
、
施
肥
な
ど
を

行
い
、
地
域
の
宝
と
し
て
大
切
に

育
て
て
い
ま
す
。
６
月
に
は
帯
状

に
連
な
る
約
２
５
０
０
本
が
赤
・

紫
・
白
色
等
の
花
を
つ
け
、
地
域

の
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
芳
地
区
老
連
で
は
、

「
さ
い
じ
ょ
う
ま
ち
美
化
パ
ー

ト
ナ
ー
制
度
」
に
登
録
し
、
市
道

の
植
樹
帯
に
パ
ン
ジ
ー
や
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
な
ど
を
植
え
、
道
路
の

景
観
向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
楠
河
地
区
等
で
も

熱
心
に
花
づ
く
り
活
動
が
展
開
さ

れ
て
お
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
地
域

の
環
境
美
化
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
は
60
歳
以
上
の

方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
加
入
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
最
寄
り
の
老
人
ク

ラ
ブ
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▲地域の人たちとともに地域の宝物を守っています。

▲見事に彩られた藤棚は日ごろの管理の賜物です。

　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせする
コーナーです。今月は東予総合支所から「東予地区老人クラブ連合
会の活動」について紹介します。

東予総合支所　　〒799－1394　周布349番地 1
　　　　　　　　℡0898－64－2700　　℻0898－65－4363

老人クラブ役員が中心となり開催したグラウンドゴルフ大会

健
康
・
友
愛
・
奉
仕
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サ
イ
ク
ス
で
は
起
業
家
や
中
小

企
業
の
皆
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
か
ら

抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課

題
に
対
応
す
る
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

技
術
的
な
相
談
に
つ
い
て
は
、

企
業
Ｏ
Ｂ
か
ら
な
る
技
術
相
談
室

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
は
じ
め
と
し
た

専
門
家
が
、
高
度
・
専
門
的
な
経

営
課
題
に
も
対
応
し
、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
皆
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
相
談
内
容
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

■
支
援
内
容

　

○
新
事
業
展
開
○
創
業
・
事
業

再
生
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
○
事
業
継

承
○
も
の
づ
く
り
の
高
度
化
○
新

た
な
経
営
手
法
へ
の
取
り
組
み

　

そ
の
他
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

経
営
管
理
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）、

企
業
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
な
ど

各
般
に
わ
た
る
相
談
に
無
料
で
お

応
え
し
て
い
ま
す
。　

■
問
合
せ

　
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
（
担

当
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

堤
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

■
化
学
品
の
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
「
本
当

に
用
途
に

合
っ
た
化

学
品
を
専

門
知
識
に

基
づ
い
て

提
案
で
き

る
こ
と
が
自
社
の
強
み
で
す
」
と

伊
予
ケ
ミ
カ
ル
㈱
の
吉
岡
晃
信
社

長
は
語
る
。

　

吉
岡
社
長
は
関
西
の
化
学
メ
ー

カ
ー
で
、
工
業
用
の
洗
浄
剤
な
ど

の
化
学
製
品
の
研
究
・
開
発
に
長

年
従
事
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
社

に
お
い
て
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー

専
属
の
営
業
職
も
５
年
間
経
験
し
、

専
門
的
か
つ
き
め
細
や
か
な
対
応

で
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
信
頼
を

得
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

地
元
西
条
で
活
か
す
べ
く
平
成
19

年
に
独
立
を
決
意
し
、
サ
イ
ク
ス

の
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
室
に
入
居
し
た
。

　　
「
独
立
当
初
は
経
理
知
識
も
な

く
、
サ
イ
ク
ス
の
相
談
員
の
方
に

事
業
計
画
の
書
き
方
か
ら
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ニ
ッ

チ
商
材
の
た
め
営
業
活
動
も
苦
労

し
ま
し
た
が
、
取
引
対
象
企
業
を

紹
介
し
て
も
ら
い
、
徐
々
に
営
業

先
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
」

　　

伊
予
ケ
ミ
カ
ル
㈱
は
電
子
部
品

製
造
工
場
や
塗
装
工
場
、
印
刷
、

金
属
加
工
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
工

程
で
、
製
品
や
生
産
機
械
の
汚
れ

を
落
と
す
洗
浄
剤
や
洗
浄
シ
ス
テ

ム
の
開
発
・
製
造
・
販
売
を
行
っ

て
い
る
。

　

自
社
の
強
み
で
あ
る
洗
浄
剤
の

材
料
選
定
か
ら
シ
ス
テ
ム
設
計
ま

で
ト
ー
タ
ル
提
案
す
る
こ
と
で
、

あ
る
製
造
工
場
で
は
週
に
３
日
・

２
人
で
行
っ
て
い
た
機
械
洗
浄
が

週
１
日
・
１
人
の
作
業
で
済
み
、

洗
浄
剤
の
使
用
量
も
10
分
の
１
以

下
と
な
り
、
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
実
現
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
実
績
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
、
取
引
先
も
次
第
に
増

え
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
へ
の

　
取
り
組
み

　

伊
予
ケ
ミ
カ
ル
㈱
は
化
学
品
の

専
門
知
識
を
活
か
し
、
工
場
で
出

る
使
用
済
み
の
化
学
製
品
を
、
他

の
会
社
の
工
場
で
再
利
用
す
る
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
も
行
っ
て
い
る
。

環
境
分
野
に
関
心
が
高
ま
る
中
、

こ
れ
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
化
学

製
品
が
有
効
利
用
さ
れ
、
コ
ス
ト

面
で
も
節
約
効
果
が
あ
る
と
両
社

か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

最
近
で
は
こ
う
し
た
取
り
組
み

か
ら
、
取
引
先
の
方
よ
り
新
た
な

商
談
案
件
を
紹
介
・
提
案
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
「
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
一
番
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
元
を
拠
点
に
、
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
事

業
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

自
社
の
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ

ウ
を
さ
ら
に
蓄
積
し
、
一
つ

ひ
と
つ
確
実
に
目
標
を
ク
リ

ア
し
て
い
る
。

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

堤
）

　サイクス（ＳＩＣＳ）は、産業情報支援
センターの運営組織である、㈱西条産業情
報支援センターの愛称です。
　今月は、事業の拡大をめざして、サイク
スのＳＯＨＯ支援室に入居している企業の
活動状況を紹介します。

69

▲自社で開発したシャワー洗浄機

▲事業について語る吉岡社長

ニ
ッ
チ
な
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
ま
す 

入居企業紹介
v o l . 2

伊
予
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

あ
な
た
の
会
社
の

   　

経
営
課
題
を
解
決
し
ま
す

サ
イ
ク
ス
か
ら
の
事
業
案
内



広報さいじょう　2010　9月号 12

　

長
年
、
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き

た
高
齢
者
の
方
々
を
敬
愛
し
、
長

寿
を
祝
い
、
長
年
の
ご
苦
労
に
対

し
て
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。

【
敬
老
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
】

　

今
年
も
各
校
区
で
敬
老
会
を
実

施
し
ま
す
。
日
時
・
会
場
な
ど
詳

し
く
は
、
地
元
婦
人
会
な
ど
の
関

係
者
が
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

■
該
当
者　

昭
和
10
年
12
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
長
寿
祝
金
を
お
届
け
し
ま
す
】

　

平
成
22
年
９
月
１
日
現
在
、
満

75
歳
以
上
で
、
１
年
以
上
に
わ
た

り
、
西
条
市
住
民
基
本
台
帳
に
登

載
さ
れ
て
い
る
か
、
外
国
人
登
録

を
さ
れ
て
い
る
方
に
、
長
寿
祝
金

３
０
０
０
円
を
お
届
け
し
ま
す
。

■
お
届
け
方
法

　

９
月
中
旬
以
降
に
、
民
生
児
童

委
員
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。

　

お
届
け
に
は
、
１
～
２
週
間
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
通
貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。
返
還
の
申
し
出
は
、

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の

方
で
も
可
能
で
す
。
お
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
、
最
寄
り
の
税
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
返
還
し
て
い
る
通
貨
、
証
券

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て

　

こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
の
税

　

関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通

　

貨
、
証
券
な
ど

○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

　

領
事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証

　

券
な
ど
の
う
ち
、
日
本
に
送
還

　

さ
れ
た
も
の

■
問
合
せ　

新
居
浜
税
関
支
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
２

－

３
４
０
５

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

の
事
変
地
ま
た
は
戦
地
の
区
域
に

派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従

事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者

を
除
く
）
に
対
し
、
そ
の
ご
労
苦

に
報
い
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

■
請
求
期
限

　

平
成
23
年
３
月
31
日

※
書
状
贈
呈
の
請
求
書
は
市
庁
舎

　

別
館
社
会
福
祉
課
、
各
総
合
支

　

所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

総
務
省
大
臣
官
房
総

務
課
管
理
室　

業
務
担
当

ＴＥＬ
０
３

－

５
２
５
３

－

５
１
８
２

　

９
月
１
日
現
在
で
、
新
た
に
登

録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

■
新
規
登
録
者

　

平
成
２
年
７
月
13
日
～
同
年
９

月
２
日
に
生
ま
れ
た
方
お
よ
び
平

成
22
年
３
月
24
日
～
同
年
６
月
１

日
に
転
入
の
届
出
を
し
た
方
で
、

平
成
22
年
９
月
１
日
現
在
に
お
い

て
、
平
成
22
年
６
月
24
日
か
ら
引

き
続
き
西
条
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。

■
縦
覧
期
間

　

９
月
３
日
㈮
～
７
日
㈫

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所

　

市
庁
舎
別
館
３
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

お
年
寄
り
に
感
謝
を
！

９
月
20
日
㈪
は
「
敬
老
の
日
」

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

通
貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す

９月21日㈫～30日㈭　秋の全国交通安全運動
９月30日は「交通死亡事故ゼロをめざす日」

スローガン　あせらずに　心のブレーキ　常に掛け
重点　○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の
　　　　交通事故防止
　　　○すべての座席のシートベルトとチャイルド
　　　　シートの正しい着用の徹底
　　　○飲酒運転の根絶

　事件・事故、配偶者の暴力・ストーカー、
少年問題、悪質商法など、一人で悩まないで
警察総合相談電話へご相談ください。
○警察総合相談電話
　℡♯９１１０（ダイヤル回線・ＩＰ電話不可）
　℡089－931－9110
　℡0120－31－9110（通話無料、携帯電話不可）
○西条警察署　　℡0897－56－0110
○西条西警察署　℡0898－64－0110

９月11日㈯は「警察相談の日」

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
方
へ

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
贈
呈

９
月
定
時
登
録
に
よ
る
選
挙
人

名
簿
新
規
登
録
者
の
縦
覧
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毎
年
９
月
１
日
現
在
で
、
愛
媛

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

漁
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
も
れ
な

く
登
載
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
載
資
格
者

　

西
条
市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成

２
年
12
月
６
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
で
、
１
年
に
90
日
以
上
、
漁
業

を
営
む
方
ま
た
は
漁
業
に
従
事
し

て
い
る
方
。

■
申
請
期
限　

９
月
５
日
㈰

■
申
請
方
法

　

提
出
先
に
申
請
書
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

○
ひ
う
ち
・
西
条
市
・
壬
生
川
・

　

河
原
津
の
各
漁
業
協
同
組
合

○
市
庁
舎
別
館

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
６
３

○
東
予
総
合
支
所

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
東
予
分
室

　

市
税
の
納
付
方
法
を
口
座
振
替

に
す
る
と
、
自
動
的
に
納
付
さ
れ

る
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利

で
安
心
で
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
預
金

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
っ
て
、

各
金
融
機
関
の
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
市
が
口
座
振
替
依

頼
書
を
受
理
し
た
日
の
翌
月
末
か

ら
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

■
取
扱
金
融
機
関

　

伊
予
銀
行
、
周
桑
農
業
協
同
組

合
、
西
条
市
農
業
協
同
組
合
、
愛

媛
銀
行
、
東
予
信
用
金
庫
、
広
島

銀
行
、
愛
媛
信
用
金
庫
、
香
川
銀

行
、
百
十
四
銀
行
、
四
国
労
働
金

庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
納
税
課

　

納
税
第
２
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
７
９

17
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
２
期

　

分
、
市
県
民
税
第
２
期
分
の
督

　

促
状
の
発
送

30
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期

　

分
、
固
定
資
産
税
第
３
期
分
の

　

納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

　

子
ど
も
手
当
は
、
中
学
３
年
生

以
下
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

保
護
者
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
を
受
給
す
る
に
は
、
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
（
公
務
員
は
勤

務
先
）
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

手
当
は
申
請
し
た
月
の
翌
月
分

か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
、

出
生
や
転
居
な
ど
で
受
給
資
格
が

発
生
・
変
更
し
た
場
合
は
、
速
や

か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
制
度
を
今
年
４
月
か
ら

開
始
し
た
た
め
、
制
度
成
立
の
特

例
措
置
と
し
て
、
平
成
22
年
９
月

30
日
㈭
ま
で
の
申
請
受
付
分
に
限

り
、
同
年
４
月
分
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
手
当
を
支
給
す
る
申
請
猶

予
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
満
額
の

手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
特
例
措
置
の
該
当
者
で
、

ま
だ
申
請
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
早
急
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
特
例
措
置
の
該
当
者

○
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
児
童

　

手
当
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た

　

方
で
、
平
成
22
年
４
月
現
在
、

　

中
学
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
を

　

養
育
し
て
い
る
場
合

○
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
児
童

　

手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
で
、

　

平
成
22
年
４
月
現
在
、
中
学
２

　

・
３
年
生
の
子
ど
も
を
養
育
し

　

て
い
る
場
合

※
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
児
童

　

手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
で
、

　

同
年
４
月
現
在
、
中
学
１
年
生

　

以
下
の
子
ど
も
の
み
養
育
し
て

　

い
る
場
合
は
、
新
た
に
手
続
き

　

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
申
請

子
ど
も
手
当
の
申
請
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？　ＪＲ伊予西条駅の南側からのアクセスを改善する

ため、市ではＪＲ伊予西条駅舎の東側に、ＪＲ予讃
線をまたぐ、歩行者・自転車専用の南北自由通路の
設置を計画しています。
　都市計画素案の説明と意見の陳述についての説明
会を次の日程で開催します。

説明会の開催日時・場所
日時：９月14日㈫　19時～
場所：市庁舎別館４階　41会議室

都市計画素案の内容
名称：伊予西条駅自由通路南北線
位置：大町字清水　　延長：約80ｍ　　幅員：４ｍ

■問合せ　市庁舎別館都市計画整備課　
　　　　　都市計画係　℡0897－52－1238

９
月
の
市
税
ご
よ
み

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
安
心
で
す



広報さいじょう　2010　9月号 14

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶

予
（
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納

付
特
例
）
制
度
の
承
認
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全

額
納
め
た
と
き
よ
り
も
、
老
齢
基

礎
年
金
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

額
を
増
や
す
た
め
、
承
認
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度

目
以
降
に
追
納
さ
れ
る
と
、
当
時

の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、

保
険
料
追
納
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
請
先

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
３
５

－

１
３
６
２

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

経
済
的
、
社
会
的
な
環
境
の
変

化
が
原
因
で
、
業
況
の
一
時
的
な

悪
化
が
み
ら
れ
る
中
小
企
業
の
資

金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め
、
各
種

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
信
用
保
証
協
会
】

　

景
気
対
応
緊
急
保
証
を
中
心
に

事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
保
証

制
度
で
、
融
資
の
保
証
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業
金

融
円
滑
化
法
に
基
づ
い
て
金
融
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
貸
付
条
件

の
変
更
な
ど
、
返
済
負
担
の
軽
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
信
用
保
証
協
会

　

新
居
浜
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
３

－

８
２
８
２

【
日
本
政
策
金
融
公
庫
】

　

長
期
固
定
の
低
金
利
で
融
資
が

受
け
ら
れ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
貸
付
（
経
営
環
境
変
化
資
金
）

の
ほ
か
、
政
府
の
経
済
対
策
に
よ

る
設
備
資
金
の
利
率
が
有
利
な
制

度
な
ど
で
、
業
況
の
回
復
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

日
本
政
策
金
融
公
庫

　

新
居
浜
支
店　

国
民
生
活
事
業

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
３

－

９
１
０
１

【
西
条
市
の
資
金
融
資
制
度
】

　

地
元
の
中
小
企
業
者
の
経
営
支

援
を
目
的
に
、
市
で
は
「
中
小
企

業
振
興
資
金
融
資
制
度
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
信
用
保
証
協
会
の

保
証
付
融
資
制
度
で
、
地
元
金
融

機
関
の
協
力
の
下
、
融
資
利
率
を

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
基
準
金
利

マ
イ
ナ
ス
０
・
９
％
と
い
う
低
利

率
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

　

市
内
で
１
年
以
上
事
業
を
営
ん

で
い
る
個
人
ま
た
は
法
人
の
中
小

企
業
者
等
で
、
市
税
を
完
納
し
て

い
る
方

■
資
金
の
使
途

　

運
転
資
金
・
設
備
資
金

■
融
資
額　

５
０
０
万
円
以
内

■
貸
付
期
間　

５
年
間

■
取
扱
金
融
機
関

　

伊
予
銀
行
、
愛
媛
銀
行
、
東
予

信
用
金
庫
、
愛
媛
信
用
金
庫
、

百
十
四
銀
行
、
香
川
銀
行
、
広
島

銀
行

※
信
用
保
証
料
補
助
な
ど
の
優
遇

　

が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

　

中
小
企
業
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
０

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

免
除
・
猶
予
制
度
を
受
け
て
い
る
方
へ

国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

資
金
繰
り
で
お
困
り
の

中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す

問合せ　市庁舎本館危機管理課　危機管理係　℡0897－52－1283　　　主催　西条市、西条市連合自治会

９月12日㈰
８時28分～11時30分

小松小学校
（対象地区：小松町全域）

・避難訓練　　　・初期消火訓練　　・仮設トイレ設置訓練
・救出搬送訓練　・土のう作成訓練　・災害ボランティア参加訓練
・応急救護訓練　・避難所開設訓練　・炊き出し訓練　ほか
【体験・展示コーナー】
　起震車、煙ハウス、特殊車両の紹介、防災グッズ展示
　関係機関による啓発・展示など

注意事項
○参加される方は避難を想定して、なるべく徒歩・自転車などでお越しください。
○雨天の場合は中止します。

西条市総合防災訓練を実施します

訓練内容日　時

場　所

※東消防署管内の西条市総合防災訓練は、12月
　５日㈰に西条西中学校で実施する予定です。
　詳細は、12月号の広報紙でお知らせします。

　今世紀前半の発生が予想される南海地震などに備え、自治会や自主防災会を中心とした
総合防災訓練（西消防署管内）を実施します。皆さんぜひ、参加・体験してください。
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■
日
時

　

９
月
11
日
㈯　

10
時
～
15
時

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
内
容

　

障
害
者
の
社
会
参
加
と
自
立
更

生
を
推
進
す
る
イ
ベ
ン
ト
。
障
害

者
福
祉
に
功
績
が
あ
っ
た
方
へ
の

表
彰
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
手
作

り
品
即
売
会
な
ど
を
実
施
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

■
日
時　

９
月
11
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

■
内
容　

生
き
物
が
い
っ
ぱ
い
の

森
の
中
で
昆
虫
を
観
察
し
ま
す
。

■
講
師

　

西
条
自
然
学
校　

今
川
義
康
氏

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
期
限　

９
月
10
日
㈮

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

E ﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

■
日
時

　

９
月
12
日
㈰　

13
時
30
分
開
演

■
場
所

　

丹
原
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容

　

徳
島
県
北
島
町
立
北
島
中
学
校

教
諭
・
森
口
健
司
さ
ん
を
パ
ネ
ラ

ー
に
迎
え
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

谷
口
晃
さ
ん
に
よ
る
人
権
コ
ン
サ

ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

前
日
と
当
日
に
は
、
東
予
・
丹

原
地
区
の
児
童
生
徒
の
人
権
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
を
展
示
し
ま
す
。

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ

　
「
こ
れ
か
ら
の
人
権
・
同
和
教

育
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
」
―
人
権
問
題
に
関
す
る
市
民

意
識
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
て

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
人
権
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
６
０

■
日
時

　

９
月
29
日
㈬　

９
時
30
分

■
場
所　

丹
原
文
化
会
館

■
内
容

　

老
人
福
祉
に
功
績
が
あ
っ
た
方

へ
の
表
彰
、
金
婚
者
の
顕
彰
、
記

念
講
演
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

■
日
時

　

10
月
３
日
㈰　

10
時

■
場
所

　

東
予
運
動
公
園
内　

ビ
バ
・
ス

ポ
ル
テ
ィ
ア
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

■
内
容

　

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
障
害
者

福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
運
動
会
。
当
日
に
参
加
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

障
害
者
福
祉
の
つ
ど
い

第
２
回
自
然
観
察
会

昆
虫
を
観
察
し
よ
う

差
別
を
な
く
す
る
市
民
の
集
い

　
　
　
　
　
　
　
　

丹
原
会
場

老
人
福
祉
大
会

ふ
れ
あ
い
の
運
動
会

日時

場所

10月22日㈮　18時30分開演

総合文化会館 大ホール

■入場申し込み方法（入場無料）
　往復はがき（私製除く）に次の必要事項を記入して、
９月30日㈭（必着）までにお申し込みください。
○往信用裏面：郵便番号、住所、名前、電話番号
○返信用表面：郵便番号、住所、名前

■あて先
　〒790－8501　（住所不要）
　ＮＨＫ松山放送局「気ままにクラシック」係
※応募多数の場合は抽選の上、当選者には入場整理券（１枚２人入場可）
　を、落選者にはその旨をお伝えするご案内をお送りします。

■注意事項
○未就学児の入場はご遠慮ください。
○インターネットオークション等での転売を目的とした
　お申し込みは固くお断りします。なお、売買を目的と
　したお申し込みであると判明した場合は、抽選対象外
　とさせていただきます。

【個人情報の取り扱いについて】 ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果の
ご連絡に使用させていただきます。また、ＮＨＫでは、受信料のお願いや、番
組・イベントのご案内に使用させていただくことがあります。

○市庁舎本館総務課　総務法制係
　℡0897－52－1256（受付：月～金曜日・８時30分～17時15分）
○ＮＨＫプラネット四国
　℡089－921－1163（受付：月～金曜日・10時～18時）

問
合
せ

主催：ＮＨＫ松山放送局、西条市

【司会】

笑福亭笑瓶
（タレント）

幸田浩子
（ソプラノ歌手）

【ゲスト】

竹島悟史（Ｎ響打楽器奏者）

上野由恵（フルート奏者）　

ほか
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■
日
時　

９
月
12
日
㈰

　

８
時
30
分
～
14
時
（
小
雨
決
行
）

■
場
所

○
ス
タ
ー
ト　

総
合
文
化
会
館

○
ゴ
ー
ル

　

鉄
道
歴
史
パ
ー
ク
in
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

■
コ
ー
ス

①
い
き
い
き
10
キ
ロ
ウ
ォ
ー
ク

②
史
跡
探
訪
５
キ
ロ
ウ
ォ
ー
ク

③
商
店
街
探
訪
３
キ
ロ
ウ
ォ
ー
ク

④
ま
ち
な
み
散
策
Ｘ
キ
ロ
ウ
ォ
ー
ク

■
定
員　

①
②
…
各
１
０
０
人

　
　
　
　

③
…
20
人　

④
…
30
人

■
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

　

俳
句
大
会
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
ほ
か
、
ゴ
ー
ル
会
場
に
て
絵
手

紙
・
ス
ケ
ッ
チ
教
室
、
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
（
参
加
申
込
不
要
）

※
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
事
前
に

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

う
ち
ぬ
き
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
２
０
１
０
実
行
委
員
会
事

務
局
（
総
合
文
化
会
館
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
３

－

５
５
０
０

■
展
示
期
間

　

９
月
28
日
㈫
～
10
月
３
日
㈰

　

９
時
～
17
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

■
内
容

　

平
成
22
年
度
市
民
大
学
写
真
講

座
の
受
講
生
に
よ
る
作
品
展
示

■
問
合
せ　

中
央
公
民
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－

４
０
３
０

■
開
催
日　

９
月
23
日
㈭

■
場
所　

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
（
松
山
市
）

■
時
間
・
内
容

○
11
時
～
12
時　

セ
レ
モ
ニ
ー

○
12
時
～
15
時
30
分

　

愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
（
模
範

演
技
）・
お
手
入
れ
相
談
、
動
物

病
気
相
談
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
、

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
、
動
物
ク
イ

ズ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

※
ペ
ッ
ト
連
れ
で
来
場
の
際
は
、

　

必
ず
リ
ー
ド
を
着
け
、
マ
ナ
ー

　

を
順
守
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
７
７

－

９
２
０
０

■
日
時

　

10
月
～
平
成
23
年
６
月
（
各
級

全
15
回
・
月
２
回
程
度
実
施
）

○
初
級　

火
曜
日

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
45
分

○
中
級　

火
曜
日

　
　
　
　

19
時
～
20
時
15
分

○
上
級　

水
曜
日

　
　
　
　

14
時
～
15
時
15
分

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室
１

な
ど
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容

　

国
際
交
流
員
の
ケ
イ
レ
ブ
・
デ

マ
レ
ー
さ
ん
と
英
会
話
を
楽
し
み

ま
す
。（
専
門
的
な
語
学
講
座
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
対
象

　

市
内
に
在
住
・
通
勤
し
て
い
る

方
で
、
７
割
以
上
の
参
加
が
可
能

な
方
（
学
生
を
除
く
）

■
受
講
料　

４
０
０
０
円

■
申
込
期
間

　

９
月
６
日
㈪
～
17
日
㈮

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

え
ひ
め
２
０
１
０

う
ち
ぬ
き

Ｗ
ａ
ｌ
ｋ
ラ
リ
ー
２
０
１
０

市
民
大
学

「
写
真
講
座
」
ロ
ビ
ー
展

日　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

３日 18：00

５日　8：00

12日　8：00

12日　8：00

12日　8：00

５日　8：00
12日　9：00

19日　8：00
26日　9：00

18日 17：00

18日　9：00

26日　9：00

市内体育施設ほか
開会式：ひうち陸上競技場

東予運動公園野球場

ひうち球場ほか

しらさ山荘～瓶ヶ森林道

東予体育館

ひうち球場ほか

総合体育館

ひうち陸上競技場

丹原総合運動公園

丹原総合運動公園

西条市体育協会旗軟式野球大会

四国・九州アイランドリーグ公式戦　愛媛ＶＳ高知

第６回西条市民総合体育大会

第10回四国のてっぺん酸欠マラソン大会

第５回本部長杯空手道選手権大会

西条市スポーツ少年団秋季大会（ミニバス）

第33回西日本西条支部軟式野球大会

西条ひうち長距離記録会

西条市ソフトボール協会市長杯大会　小学生の部

23日 10：00 東予体育館窪田夕子バスケットボール教室

23日　9：00 丹原総合運動公園テニスコート第16回テニス普及大会

西条市ソフトボール協会市長杯大会　壮年の部

フレンチと地酒のコラボレーション

　日本酒とフレンチを、秋の夜長にゆっ
たりと楽しみたい方のイベント。地元の
蔵元（石鎚酒造、首藤酒造、成龍酒造、
武田酒造）やシェフとの交流もあります。

●日時　９月28日㈫　19時～21時
●場所　食の創造館
●対象　20歳以上
●定員　40人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　6,000円
●申込期限　９月21日㈫

※お酒を飲むイベントです。飲酒後の運
　転は絶対にしないでください。

申込先　食の創造館　℡0898－65－7150

ケ
イ
レ
ブ
の
英
会
話
教
室

▲昨年のうちぬきウォー
　クラリー
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■
日
時　

９
月
７
日
㈫

　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
講
師

　

国
際
基
督
教
大
学
大
学
院
比
較

文
化
研
究
科
博
士
課
程

　

マ
ル
コ
バ
・
カ
テ
リ
ナ
さ
ん

■
タ
イ
ト
ル　

ヨ
ー
グ
ル
ト
だ
け

じ
ゃ
な
い
ブ
ル
ガ
リ
ア

■
問
合
せ

　

西
条
石
鎚
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
２
４
６

　

市
内
に
は
日
本
語
を
学
び
た
い

外
国
人
が
多
く
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
人
に
日
本
語
を
教
え
た
い
方
の

受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

10
月
７
日
～
12
月
16
日
の
木
曜

日
（
10
月
14
日
除
く
。
全
10
回
）

　

10
時
～
11
時
30
分　

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
1
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
対
象　

市
内
在
住
の
初
心
者

■
定
員　

20
人

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

【
石
鎚
山
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
ツ
ア
ー
】

■
日
時
　（
雨
天
中
止
）

　

９
月
５
日
㈰　

９
時
～
17
時

■
内
容　

石
鎚
山
・
二
の
鎖
付
近

に
咲
く
草
花
を
観
察
し
ま
す
。

■
定
員　

10
人

■
参
加
費
　
６
０
０
０
円
（
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
代
等
込
）

【
石
釜
で
ピ
ザ
づ
く
り
】

■
日
時
（
各
日
開
催
）

　

９
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・
20
日
㈪

　

10
時
～
13
時

■
内
容　

石
窯
を
使
っ
て
、
本
格

的
な
ピ
ザ
作
り
を
体
験

■
定
員　

各
８
人

■
参
加
費　

１
５
０
０
円

【
山
里
で
過
ご
す
一
日
　
竹
づ
く

し
編
】

■
日
時
（
各
日
開
催
）

　

９
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

　

９
時
～
15
時

※
路
線
バ
ス
で
お
越
し
の
方
は
、

　

７
時
30
分
に
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅

　

前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

竹
を
使
っ
て
、
ご
飯
を

炊
い
た
り
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を

作
っ
た
り
し
ま
す
。

■
定
員　

各
16
人

■
参
加
費

　

１
５
０
０
円
（
昼
食
代
込
）

【
鳴
く
虫
の
声
を
楽
し
む
観
察
会
】

■
日
時

　

９
月
22
日
㈬　

19
時
～
21
時

■
定
員　

10
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
９

－

０
２
０
３

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で

　

参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
各
教
室
は
３
人
以
上
の
グ
ル
ー

　

プ
で
あ
れ
ば
、
定
期
日
以
外
の

　

開
催
も
可
能
で
す
。
ご
希
望
の

　

方
は
、
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
へ

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

９
月
11
日
㈯　

10
時
～
15
時

■
場
所　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ

ー
に
集
合
し
、
現
地
へ
移
動

■
テ
ー
マ　

木
は
こ
う
し
て
生
活

空
間
に
な
る

■
内
容　
「
木
造
り
の
家
」の
見
学

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先　

西
条
地
産
地
消
の
家

づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局
（
い

し
づ
ち
森
林
組
合
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

■
日
時

　

火
・
金
曜
日　

14
時
～
15
時

■
場
所　

愛
媛
県
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
）

■
内
容

　

卓
球
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
ペ
タ

ン
ク
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

初
心
者
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

■
対
象　

障
害
者
、
介
助
者
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

■
申
込
先　

愛
媛
県
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
２
４

－

２
１
０
１

ジュニアアスリートをサポートする

「食」の講演会

■日時　10月30日㈯　13時30分～15時30分
■場所　西条国際ホテル（大町771－1）
■内容　成長期に合わせた食事や、季節に合った食べ方、
　　　メダリストを支えたレシピ紹介など
■対象　小学生～高校生の保護者・教育関係者
　　　　スポーツ少年団関係者
■定員　150人（先着順）
■聴講料　無料（入場整理券が必要です）
■申込期限  ９月30日㈭
■申込先　西条合宿推進プロジェクト（西条商工会議所内）
　　　　　℡0897－47－4844（受付：月～金曜日・９時～17時）

講師　㈲Ｏｆｆｉｃｅ ＬＡＣ－Ｕ

　　　代表　石川三知氏

合宿都市
構想
推進企画

　ＪＯＣ選手強化支援「ビクトリープロ
ジェクト」として、フィギュアスケート
・高橋大輔選手の栄養アドバイザーを担
当。このほか、全日本男子バレーボール
チーム、新体操日本代表など、数多くの
トップアスリートの栄養指導を手掛けら
れている。

　日本を代表する数多くのトップアスリートを食事や栄養
面で支えている石川三知氏を講師に招き、スポーツをする
子どもたちの「食」について語っていただきます。

日
本
語
教
師
養
成
講
座

国
際
理
解
講
座

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
各
種
教
室

「
地
産
地
消
」

　

 

家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

得
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■
日
時

　

９
月
19
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
内
容

　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
な
ど
の
講
習

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

　

火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
、
消
防
署
で
は

自
治
会
・
事
業
所
・
各
種
団
体
を

対
象
に
、
消
火
訓
練
の
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
で
は
消
火
器
な
ど
に
よ
る

有
効
な
初
期
消
火
に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

　

万
一
の
火
災
に
備
え
、
正
し
い

消
火
器
の
使
用
方
法
と
初
期
消
火

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
先

○
東
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

■
日
時

　

９
月
30
日
㈭
・
10
月
１
日
㈮

　

９
時
～
16
時

■
場
所　

消
防
本
部
大
会
議
室

■
受
講
料

　

８
８
０
０
円
（
危
険
物
安
全
協

会
会
員
は
６
３
０
０
円
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

４
２
０
０
円

■
申
込
期
間

　

９
月
１
日
㈬
～
29
日
㈬

■
申
込
先

　

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会
（
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－
０
２
５
１

■
日
時

○
給
油
取
扱
所
の
危
険
物
取
扱
者

　

11
月
22
日
㈪　

９
時
～
12
時

○
給
油
取
扱
所
以
外
の
危
険
物
取

　
扱
者

　

11
月
22
日
㈪　

13
時
～
16
時

■
場
所

　

東
予
地
方
局
７
階
大
会
議
室

■
対
象

○
継
続
し
て
危
険
物
の
取
扱
作
業

　

に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱

　

者
は
、
前
回
受
講
日
か
ら
３
年

　

以
内
に
受
講

○
新
た
に
危
険
物
の
取
扱
作
業
に

　

従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者
は
、

　

従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か

　

ら
１
年
以
内
に
受
講

■
申
込
期
間

　

９
月
１
日
㈬
～
11
月
19
日
㈮

■
申
請
書
の
配
布
場
所

　

東
予
地
方
局
総
務
県
民
課
、
消

防
本
部
、
西
消
防
署

■
問
合
せ

　

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会
（
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

■
日
程

　

９
月
27
日
㈪
・
28
日
㈫
・
30
日
㈭

■
場
所　

西
条
中
央
病
院

■
内
容

　

看
護
職
へ
の
再
就
業
を
希
望
す

る
方
の
職
場
復
帰
を
容
易
に
す
る

た
め
、
最
近
の
医
療
・
看
護
の
知

識
や
看
護
技
術
を
習
得
す
る
講
習

■
対
象

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

準
看
護
師
の
免
許
を
有
し
、
現
在

看
護
業
務
に
従
事
し
て
い
な
い
方

■
受
講
料

　

資
料
代
と
し
て
１
日
５
０
０
円

■
問
合
せ　

西
条
中
央
病
院

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
３
０
０

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

正
し
い
消
火
器
の
取
扱
方
法
を

体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
乙
種
第
４
類
）
準
備
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
法
定
講
習
会

看
護
職
等
の

再
就
業
支
援
に
向
け
て
の
講
習

ボランティアのための
レクリエーション講座

講　座　名 日時　※祝日・年末年始等を除く 場　　所

９月２日～30日の木曜日
13時30分～15時30分（全４回）

東予総合福祉センター
（ほほえみプラザ）

★要約筆記奉仕員
　養成講座（初級）　

９月28日～１月25日の火曜日
10時～12時（全15回）

総合福祉センター
（もてこい元気館）

★点訳奉仕員
　養成講座（初級）

９月30日～12月９日の木曜日
13時30分～15時30分（全10回）

総合福祉センター
（もてこい元気館）

傾聴ボランティア
養成講座

10月19日～11月30日の火曜日
19時～21時（全６回）

東予総合福祉センター
（ほほえみプラザ）

絵手紙ボランティア
養成講座

10月21日～11月18日の木曜日
10時～12時（全５回）

東予総合福祉センター
（ほほえみプラザ）

ボランティア養成講座
　ボランティア養成講座では、各種ボランティアについての活動紹介や技術
指導を通して、ボランティア活動で活躍できる人材を育成しています。
　ボランティアを始めたいあなたの参加をお待ちしてます。
申込先　西条市社会福祉協議会　ボランティアセンター　℡0898－64－2600

○各講座は定員を設けています。申し込みは先着順で受け付けます。
○「★」印のある講座は、開講日の１週間前までにお申し込みください。

日時　10月７日㈭　10時30分～12時
場所　総合福祉センター研修室２
　　　（もてこい元気館）
講師　ライフサポートここはうす
　　　所長　桑原綾子氏
内容　子育ての知識の習得を目的とし
　　た講習会。講師には、発達障害を
　　伴う子どもの正しい理解と支援に
　　ついて講演いただきます。　　
申込期限　９月30日㈭
申込先　市庁舎別館女性児童福祉課内
　西条ファミリー・サポート・センター
　℡0897－53－1666
※講習中の託児を希望される方はお申
　し出ください。
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■
日
時

○
初
級
（
全
７
回
）

　

10
月
１
日
㈮
・
５
日
㈫
・
７
日

㈭
・
８
日
㈮
・
14
日
㈭
・
19
日
㈫

・
21
日
㈭　

13
時
～
15
時

○
中
級
（
全
７
回
）

　

10
月
26
日
㈫
・
27
日
㈬
・
29
日

㈮
・
11
月
２
日
㈫
・
４
日
㈭
・
９

日
㈫
・
10
日
㈬　

13
時
～
15
時

■
場
所　

○
初
級　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

○
中
級　

小
松
公
民
館

■
対
象　

60
歳
以
上
の
方

■
内
容

○
初
級　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

○
中
級　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
実

　

用
、
電
子
メ
ー
ル
の
活
用
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

　

Ｘ
Ｐ
を
使
い
ま
す
。

■
定
員　

各
13
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
テ
キ
ス
ト
代

　

１
５
０
０
円
程
度

■
申
込
期
限　

９
月
10
日
㈮

■
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
希
望
の
級
を
明
記
し
、
は
が

き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
宛
先　

〒
７
９
３

－

０
０
４
３

　

樋
之
口
２
３
６

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｅ

－

え
ひ
め

■
問
合
せ

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｅ

－

え
ひ
め

ＴＥＬ
０
９
０

－

５
１
４
１

－

０
７
１
６

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

■
経
営
・
管
理
研
修

○
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
③

　

10
月
２
日
㈯

　

申
込
期
限
…
９
月
22
日
㈬

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
チ
ラ
シ

　
を
作
っ
て
み
よ
う

　

10
月
６
日
㈬
・
７
日
㈭

　

申
込
期
限
…
９
月
22
日
㈬

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
で
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
み
よ
う

　

10
月
20
日
㈬
・
21
日
㈭

　

申
込
期
限
…
10
月
６
日
㈬

○
ワ
ー
ド
基
本
操
作

　

10
月
23
日
㈯

　

申
込
期
限
…
10
月
８
日
㈮

■
問
合
せ

　

各
講
座
は
受
講
料
等
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
東
予
産
業
創
造
セ

ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

URLh
ttp

://w
w

w
.ticc-eh

im
e.

or.jp/

■
募
集
種
目
・
応
募
資
格

○
防
衛
医
科
大
学
校

　

21
歳
未
満
の
高
校
卒
業
者
（
平

成
23
年
３
月
卒
業
見
込
者
含
む
）

○
防
衛
大
学
校

　

21
歳
未
満
の
高
校
卒
業
者
（
平

成
23
年
３
月
卒
業
見
込
者
含
む
）

○
看
護
学
生

　

24
歳
未
満
の
高
校
卒
業
者
（
平

成
23
年
３
月
卒
業
見
込
者
含
む
）

○
航
空
学
生

　

21
歳
未
満
の
高
校
卒
業
者
（
平

成
23
年
３
月
卒
業
見
込
者
含
む
）

○
一
般
曹
候
補
生

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

○
自
衛
官
候
補
生

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満　

■
受
付
期
間

○
防
衛
医
科
大
学
校
、
防
衛
大
学

　
校
、
看
護
学
生

　

９
月
６
日
㈪
～
10
月
１
日
㈮

○
航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
生

　

９
月
10
日
㈮
ま
で

○
自
衛
官
候
補
生

　

年
間
を
通
じ
て
受
付
中

■
問
合
せ　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

自
衛
官
募
集

●日時　９月14日㈫　19時～20時30分
●内容　アボカドのおいしい食べ方や簡単な調理方
　　　法などを学びます。
●講師　野菜ソムリエ　年森恭子氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　1,000円　　　●申込期限　９月10日㈮

●日時　９月29日㈬　10時～13時
●内容　栗と柿を使っておいしいパンを作ります。
●講師　ＪＨＢＳ　問谷繁子氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,000円　　　●申込期限　９月22日㈬

●日時　９月28日㈫　14時～16時
●会場　マルトモ水産鮮魚市場（樋之口456ー5）
　　　　※会場へは各自で行っていただきます。
●内容　旬の魚「アジ」のさばき方、簡単な調理方
　　　法を学びます。
　　　※食材は天候によって変更する場合があります。
●講師　マルトモ水産㈱代表取締役　秋月友廣氏
●定員　30人（応募多数の場合は抽選）　
●参加費　1,500円　　　●申込期限　９月21日㈫

【臨時休館】９月13日㈪・27日㈪は清掃作業
　　　　　　などのため休館します。

食の創造館　℡0898－65－7150

申込先
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■
募
集
人
員　

若
干
名

■
受
験
資
格

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
短
期
大
学
ま
た
は

大
学
を
卒
業
し
、
社
会
福
祉
主
事

任
用
資
格
を
有
す
る
方
（
平
成
23

年
３
月
卒
業
お
よ
び
資
格
取
得
の

見
込
み
者
を
含
む
）

■
申
込
期
限　

９
月
27
日
㈪

■
第
１
次
試
験
日　

10
月
24
日
㈰

■
問
合
せ

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　

総
務
福
祉
課

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

URLhttp://w
w

w
.saijoshakyo.

or.jp/

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
障
害
者
の

職
業
能
力
開
発
と
雇
用
促
進
を
図

る
た
め
の
技
能
競
技
大
会
で
す
。

■
開
催
日　

11
月
14
日
㈰

■
場
所

　

愛
媛
県
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
（
松
山
市
）

■
参
加
資
格

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
い
ず
れ
か
を
所
持
す
る
15
歳
以

上
の
方

■
競
技
種
目

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
箱
折
り
、
喫

茶
サ
ー
ビ
ス

■
申
込
期
限　

９
月
21
日
㈫

■
申
込
先　

㈳
愛
媛
高
齢
・
障
害

者
雇
用
支
援
協
会

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
４
３

－

６
６
２
２

　

11
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
ス

ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
（
知

的
障
害
者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
に

当
市
か
ら
２
名
の
陸
上
競
技
選
手

が
出
場
し
ま
す
。

　

大
会
の
Ｐ
Ｒ
と
選
手
の
健
闘
を

祈
念
し
て
、
当
市
で
開
催
す
る
ト

ー
チ
ラ
ン
（
聖
火
リ
レ
ー
）
の
聖

火
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
開
催
日
時
・
場
所

　

10
月
24
日
㈰　

10
時
～
12
時

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
も
て
こ

い
元
気
館
）
周
辺

■
対
象

　

障
害
者
（
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
定
員　

10
人

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
社
会
福

祉
課　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

第
８
回
え
ひ
め
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
参
加
者
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
募
集

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

一
般
事
務
職
員
募
集

郵便での申込用紙の請求方法
　郵送する封筒に『「試験区分」職員採用試験申込用紙請求』
（※記入例：消防職職員採用試験申込用紙請求）と朱書きし、
返信用封筒（角形２号封筒の表面にあて先を記入し、120円切
手を貼付したもの）を同封して、職員課へ郵送してください。

インターネットでの申し込みも可能です
　電子申請システム「えひめ電子自治体共同運営サービス」で
採用試験の申し込みができます。ただし、インターネットでの
申込期間は、９月２日㈭～16日㈭です。
　URL http://www.e-ehime.lg.jp/navigate/mu0/

　平成22年度西条市職員採用候補者試験を次のとおり
実施します。（募集職種は下表参照）
■第１次試験日　10月17日㈰
■申込用紙の配布場所
　９月１日㈬から市庁舎本館（４階）職員課、各総合
支所総務課で配布します。
■申込用紙の受付場所
　〒793－8601　明屋敷164　市庁舎本館職員課
※採用試験の要領は、市のホームページにも掲載しています。

西条市職員を募集します 申込期間：９月１日㈬～24日㈮
※郵送の場合は９月21日㈫消印有効

市職員採用候補者試験についてのお問い合わせ先：市庁舎本館職員課　職員係　℡0897－52－1229

試験区分 採用予定人数

■募集職種（試験区分・採用予定人数・受験資格）

受験資格

○短期大学、高等専門学校、もしくはこれらと同等と認められる学校を卒
　業した者または平成23年３月に卒業見込みの者で、昭和59年４月２日以
　降に生まれた者

○高校を卒業した者または平成23年３月卒業見込みの者で、昭和61年４月
　２日以降に生まれた者

　高校卒業以上の学歴を有し（卒業見込みの者を含む）、民間企業等の経
験で培った高度な専門知識、発想力、行動力などを活かせる者またはスポ
ーツ、文化芸術、研究、学術分野において顕著な実績・成果を収めた者で、
昭和35年４月２日以降に生まれた者

３人程度

若干名

消防職（初級）

スペシャリスト職
（自己推薦採用）



●和紙教室受講生作品展
　染め紙、和紙人形、俳画、ちぎり絵などの作品を展示。
期間　９月16日㈭～11月７日㈰

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【９月休館日】月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬、24日㈮

●木工教室
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
日時　９月11日㈯・25日㈯　13時30分～15時30分
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　９月４日㈯・18日㈯　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　９月１日㈬・15日㈬　13時～15時
対象　40歳以上の初心者
●企画展　和紙ちぎり絵展
　南邦子さんを中心としたサークルの作品展。
期間　９月１日㈬～25日㈯

【開館時間】９時～22時
【９月休館日】月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬、24日㈮

●企画展　風景写真展　
　市内在住の尾形嘉宣
さんによる風景写真。
春夏秋冬、季節によっ
てさまざまな表情を見
せる身近な自然景観を
お楽しみください。　
期間　９月２日㈭～29日㈬　　　　　　　　　　
●九州地方の石展
　故黒田武恒氏から寄贈された九州地方の鑑賞石を展示。
期間　９月２日㈭～29日㈬
●考古歴史館の研修旅行　－参加者募集－
　高知県歴史文化財（坂本龍馬記念館・高知県立歴史民俗
資料館など）を探訪します。
日時　９月８日㈬　８時30分～17時
定員　24人　※先着順　　参加費　3,500円（昼食代含む）
申込期限　９月４日㈯　

【開館時間】９時～17時
【９月休館日】月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬、24日㈮

●施設間交流展示　江戸時代の西条藩
　　　　　　　　　西条郷土博物館所蔵品から
　西条郷土博物館の資料から、西条藩主の掛軸やお抱え絵
師の屏風など西条藩の文物を小松地区で初公開。
期間　９月19日㈰～10月17日㈰
【開館時間】９時～17時30分
【９月休館日】水曜日、21日㈫、24日㈮、30日㈭

●全日本写真連盟東予支部展
　季節の移ろい、郷土の風景、植物などの心ときめく作品
を展示。
期間　９月３日㈮～17日㈮
●紅鳥会作品展
　写真、スケッチ、油絵、書など会員の作品を展示。
期間　９月21日㈫～30日㈭

【開館時間】８時30分～17時
【９月休館日】月曜日、23日㈭

●吉田千恵子絵手紙グループ展
　「ヘタでいい、ヘタがいい」を合言葉に
毎日の感動を短い言葉に絵を添えて、楽し
く描いた幸せ配りの絵手紙展。
期間　９月５日㈰～28日㈫
場所　椿交流館

【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【９月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日

●児島虎次郎油絵展
　日本の印象派の原点といわれる画家、
児島虎次郎の油絵と、ビュフェの版画
を継続展示。
期間　９月26日㈰まで
●館蔵品展
　肥前の水がめ、鉄の道具類などを展示しています。
【開館時間】９時～16時30分
【９月休館日】月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬、24日㈮

●特別展示　澄水記に見る天正の陣
　澄水記に書かれた16世紀の当地方の豪族が天正の陣に至
るまでのいきさつとその古跡を探る。
期間　９月１日㈬～30日㈭
●郷土史講座　天正の陣（１）
日時　９月16日㈭　13時30分～15時30分
講師　郷土史家　萬條克己氏
定員　30人　　申込期限　９月９日㈭
【開館時間】９時～17時
【９月休館日】月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬、24日㈮

ちょうすいき
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定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。こどもの国　９月の行事予定表　　　

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

楽しい英語絵本の
読み聞かせストーリーテリング

毎週土曜日
※25日を除く
11：00～11：30

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせおはなしのへや

毎週土曜日
※25日を除く
14：00～14：30

日　　時 備　　　　考

小学４年生以上　定員：８人
小学４年生は保護者同伴
申込期限：９月７日㈫

９月11日～10月９日
の毎週土曜日
14：00～16：00

パソコン教室
（５回シリーズ）

小学２～６年生　
定員：15人
必要な物：絵の具道具

18日㈯
10：00～12：00絵画教室

小学生　定員：10人
１～３年生は初級コース将棋教室 ４日㈯

13：30～15：00

楽しい電子工作
（新）いやしペットボトル

12日㈰
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴
必要な物：空のペットボトル

楽しい電子工作
３曲オルゴール

19日㈰
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

太陽や星を見る会（第３回）
夏・秋の星座と月

18日㈯
19：30～21：00

小学生以上　定員：60人
小学１～３年生は保護者同伴囲碁教室 ５日㈰

13：30～15：00
小・中学生　
定員：10人

小学３年生～中学生
定員：15人　材料費：100円

18日㈯
13：30～15：30

イラスト教室

小学生　定員：15人
材料費：500円

23日㈭
10：00～12：00

押し花教室
押し花マグネット作り

小学生　定員：30人
12日㈰
14：00～15：00五色百人一首で遊ぼう

５歳～中学生　幼児は保護者同伴
定員：15人　材料費：250円
必要な物：エプロン

11日㈯
13：30～15：30

染め物教室 木彫教室 19日㈰
13：30～15：30

小・中学生　
定員：15人　材料費：30～400円
必要な物：絵の具道具

七宝焼き教室 ５日㈰
10：00～12：00

小学生以上　定員：15人　
材料費：350円　作品のお渡し
には３週間ほどかかります。

グラスアート教室
お月見のオーナメント

５日㈰
13：30～15：30

５歳～小学６年生
幼児は保護者同伴
定員：30人　材料費：500円　

●小・中学生科学展
期間　９月４日㈯・５日㈰　８時30分～16時
●カンバッジ作り
　夏の思い出をカンバッジにしてみませんか？
日時　９月４日㈯～12日㈰
参加費　１個100円
必要な物　写真または絵・イラストなど（約８㎝×８㎝）

こりすのトトの大冒険
投影開始時間（10分前にはお越しください　投影時間約40分）
　○火～土曜日：13時30分、15時
　○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
　　※第２・４土曜日は、10時に無料投影を行っています。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）
※９月15日㈬～17日㈮は番組入れ替えのため投影しません。
　18日㈯から秋の星座に替わります。

▼　プラネタリウム情報　▼

【開館時間】８時30分～17時
【９月休館日】月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬、24日㈮　

行事・教室名

●水中エアロビクス教室　－参加者募集－
開講日　９月14日㈫・16日㈭・28日㈫・30日㈭
　　　　10月５日㈫・７日㈭　
時間　19時～19時45分
対象　15歳以上
参加費　3,000円（６回コース）
●小・中学生無料開放日
日時　９月４日㈯・11日㈯　10時～12時
●無料背泳ぎ教室
日時　９月25日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
■水中モニターを設置しています
　水中での動きを映像によって
確認し、効果的に水中フォーム
などをチェックできます。
　ぜひご利用ください。
【開館時間】10時～21時
【９月休館日】月曜日（20日開館）、21日㈫

「千の風になったあなたへ贈る手紙」受賞作品展
　西条図書館は６月に開催された「千の風物語」で、朝日新聞社より「千の風になったあなたへ贈る手紙」の原書を
寄託されました。
　この手紙は朝日新聞の募集に対し、世界中から届いた5056通の亡き
人への想いが綴られたもので、日本中で多くの感動を呼びました。
　平成23年１月に西条市で開催を予定している「第３回千の風サミッ
ト～競演会」に向け現在整理作業を行っており、その保管に先駆けて
受賞作品27点の展示を行います。

期　間　９月１日㈬～29日㈬　９時～19時
場　所　西条図書館エントランスホール・アクアフォーラム
問合せ　西条図書館　℡0897ー56ー2668 新井満賞を受賞した西村拓人さんの手紙などを公開
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【開館時間】西条図書館：９時～22時
　　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【９月休館日】
　西条図書館：30日㈭
　東予図書館：月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬、24日㈮、30日㈭
　丹原図書館：金曜日、21日㈫、27日㈪、30日㈭
　小松温芳図書館：水曜日、21日㈫、24日㈮、30日㈭

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　９月11日㈯　15時～16時　対象：幼児
○ぴよぴよお話会
　９月15日㈬　10時～11時　対象：乳幼児以上

東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　９月15日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上

丹原図書館
○おはなし会
　９月11日㈯　14時～14時30分　対象：小学生以上
　９月23日㈭　10時30分～11時　対象：幼児

小松温芳図書館
○おはなし会　
　９月17日㈮　10時50分～　対象：幼児以上　※石根保育所で開催
　９月25日㈯　10時30分～　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

●３日・17日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～15：30

●10日・24日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●４日・18日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：20
西条西中学校　　　　　10：50～11：10
東予西中学校　　　　　13：00～13：20
河北中学校　　　　　　13：30～14：00
丹原西中学校　　　　　14：30～15：00

●11日・25日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00

●５日・19日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：10
舟形バス停横　　　　　11：20～11：50

●６日・20日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20

●14日・28日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：50～13：20
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～13：40
伊曽乃神社鳥居前　　　13：50～14：20
小松農村環境改善センター　14：40～15：10

●１日・15日・29日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20

●８日・22日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
旧大町公民館　　　　　15：40～16：20

●９日・23日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

●ゲーム遊び（要申込）
　９月11日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●リトミック（要申込）
　９月14日㈫　定員：各クラス親子10組
　①10時～10時30分　　　１歳６カ月～２歳未満のクラス　
　②10時45分～11時15分　２歳以上のクラス
●西条・丹原児童館合同企画　チャレンジカップ番外編（要申込）
　９月18日㈯　10時～11時　対象：小学生　定員：20人
　マンカラで対決！アフリカなどで古くから遊ばれている伝統
的なゲーム「マンカラ」、ルールはとても簡単です。
●敬老の日のプレゼント作り：カラフルめがねケース（要申込）
　９月19日㈰　13時30分～14時30分　
　対象：幼児・小学生　定員：20人

●みんなで遊ぼうデー
　９月４日㈯　13時30分～14時30分　対象：幼児・小学生
　けん玉、お手玉、メンコ遊びなど伝承遊びを楽しもう。　
●茶道クラブ
　９月11日㈯　10時～12時　対象：幼児・小学生　
●リズム教室
　９月18日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
●敬老の日のプレゼント作り
　　：ふくろうのミニ壁かざり（要申込）
　９月11日㈯　13時30分～15時
　９月18日㈯　13時30分～15時
　対象：幼児・小学生　定員：各20人

【開館時間】８時30分～17時　【９月休館日】月曜日、21日㈫、23日㈭　
　　　　　　　　　　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

●みんな集まれ！放課後ドッジボール大会
　９月８日㈬　16時～16時30分　対象：小学生
●西条・丹原児童館合同企画　チャレンジカップ番外編（要申込）
　９月18日㈯　10時～11時　対象：小学生　定員：20人
　マンカラで対決！アフリカなどで古くから遊ばれている伝統
的なゲーム「マンカラ」、ルールはとても簡単です。
●敬老の日のプレゼント作り
　　：メガネ入れ＆フラワーアレンジメント（要申込）
　９月19日㈰　10時～11時30分　対象：小学生　定員：20人

●敬老の日のプレゼント作り：かめさんのマスコット（要申込）
　９月18日㈯　13時30分～14時30分　
　対象：幼児・小学生　定員：15人
●リトミック（要申込）
　９月18日㈯　10時30分～11時
　対象：２歳～未就学児親子　
　定員：10組
●こども映画会「カンフー・パンダ」　
　９月25日㈯　13時30分～15時
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ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。
心からお礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽淡交会西条支部いしづち青年部▽かれん
美容室▽国興産業㈱▽高砂演歌クラブ▽う
しろのしょうめんだ～れ▽こまつ福祉作業
所▽歌謡同好会北斗星

■養護老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散
髪　伊藤泰博（明神木）▽新聞　芥川秀人
（神拝甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ（大
町）▽歌・踊り　生きがい研究会

■養護老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部▽電気設備
の点検、清掃、照明器具取り換え　西条電
気工事協同組合・四国電力

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽歌　玉井キヨ子（小松町大頭）▽カレン
ダー作り・喫茶　コープえひめ福祉グルー
プ▽誕生会　アロハ・ハイビスカス▽電気
設備の点検、清掃、照明器具取り換え　西
条電気工事協同組合・四国電力
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り
し
た
こ
の
子
の
成
長

が
私
を
母
親
に
し
て
く
れ
た
、
こ

の
子
は
私
を
母
親
に
す
る
た
め
に

生
ま
れ
て
き
た
の
だ
と
思
う
」
と

笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

『
ど
う
し
て
私
の
所
へ
…
』
の

答
え
を
お
母
さ
ん
が
見
つ
け
た
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。

　

障
が
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
、
障
が
い
者
（
児
）
と

呼
ば
れ
る
人
に
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？　

社
会
の
あ
り
方
に
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？　

人
と
人
と
の
間

に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

M

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
間
に
障
が

い
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん

と
障
が
い
者
（
児
）
の
間
に
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？

Ｍちゃんとお母さんから学んだこと
小松東保育所　砂田由美子№70

　エンジンブレーキを使うと、燃料の供給がストップされるので
燃費が改善されます。先をよく見て、前の信号が赤の場合、惰性
で進む距離を考え早めにアクセルから足を離して、停止位置はブ
レーキを踏んで調節しましょう。

エコドライブのススメ

キャッチボール専用球と図書が寄贈されました
　７月21日に、元プロ野球選手で現在野球評論家として活躍され
ている佐野慈紀氏から、キャッチボール専用球「ゆうボール」と
プロ野球関係書籍が寄贈されました。
　佐野氏には、これまで西条市が行
う次世代育成支援スポーツ事業野球
教室の講師を務めていただくなど、
少年野球の育成にご尽力いただいて
います。
　いただいたボールは各小学校で使
われ、書籍は各図書館の蔵書として
皆様にご利用いただけます。

図書が寄贈されました
　７月23日に、クラレ西条ふれあい募金会から市内小学校５校へ
図書が寄贈されました。
　この図書寄贈は、次代を担
う小学生に読書を通じて豊か
な情操を養ってほしいとの趣
旨で、平成19年度から実施さ
れており、来年度以降も順次
市内の小学校に「クラレ文庫」
として贈られる予定です。



アイスプラント

アイスプラントの
　　グリーンパスタ
アイスプラントの
　　グリーンパスタ

　葉っぱがピンとして、丸い水
疱がたくさんついているものが
新鮮です。乾燥しないように、
キッチンペーパーをぬらして包
み、冷蔵庫の野菜室で保存する
と３、４日もちますが、早めに
食べた方が食感を楽しめます。

　市内でも、最近新しい種類の野菜が栽培され、スー
パーなどで購入することができます。西条市は県内有
数の農業地帯でさまざまな農産物が生産されています。
　西条産の新野菜を食卓に積極的に取り入れ、家族み
んなで魅力を知り、楽しく味わってみましょう。

新野菜の魅力を知りましょう

栄養士チェック
　アイスプラントは、肝臓の中性脂肪の増加を抑制し、血糖値を下げ
る働きがあるとされる食品成分を含むとして注目されています。
　また、コレステロール値を下げる効果のあるβーカロテンを豊富に
含みます。βーカロテンは油に溶けやすい性質があるため、オリーブ
油などで炒めて食べると効果的に吸収することができます。

材　料（２人分）

栄養価（１人当たり）

ジュニア野菜ソムリエ

三浦こず恵さん

①　ニンニクはみじん切りにし、タカノツメは種を取り除い
　て手で３等分にちぎる。クルミはうす皮を取り、粗く砕く。
②　アイスプラントの３分の２をさっとゆで、冷水にとり、
　水気を切ってオリーブオイル大さじ２杯と粗くミキサーに
　かけ、ソースを作っておく。
③　スパゲティは表示時間より１分ほど短くゆで、ゆで汁を
　大さじ１杯取っておく。
④　フライパンにオリーブオイルを入れ熱し、ニンニク、タ
　カノツメを入れ弱火で炒め、キツネ色になったら火を止め、
　③で取っておいたゆで汁を加える。
⑤　ゆであがったスパゲティを④のフライパンに入れ、黒コ
　ショウをふり、②のソースを絡めて皿に盛る。クルミ、パ
　ルメザンチーズをふりかけ、残りのアイスプラントを飾る。

ラ・ブランシュ　
　　高橋　宏さん

　松山、大阪の有名店で経験をつんだ後、
Ｕターンして隠れ家的なレストランをし
ています。西条は食材がいいですね。
　元気な有機野菜をたっぷり使い、新鮮
な魚介類でメニューを考えています。
　アイスプラントは、野菜としても珍し
い成分が含まれるので美味しいサプリメ
ントとして召し上がってはいかがですか。

　

市
内
で
は
、
温
暖
な
気
候
、
豊
富
な

水
を
利
用
し
て
全
国
的
に
も
珍
し
い
さ

ま
ざ
ま
な
野
菜
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

勉
強
熱
心
な
農
家
が
試
行
錯
誤
の
う
え

栽
培
し
た
新
し
い
野
菜
は
、
栄
養
面
で

も
特
性
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
が

多
い
の
で
、
ほ
か
の
食
材
と
組
み
合
わ

せ
て
効
果
的
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
紹
介
す
る
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
は

南
ア
フ
リ
カ
原
産
の
サ
ボ
テ
ン
の
よ
う

な
多
肉
植
物
で
す
。
葉
と
茎
の
表
面
に

キ
ラ
キ
ラ
と
水
晶
の
よ
う
に
光
る
水
疱

（
す
い
ほ
う
）
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ

の
中
に
は
、
土
壌
中
か
ら
吸
い
上
げ
ら

れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま
れ
て
い
て
、
プ

チ
プ
チ
と
し
た
食
感
と
ほ
の
か
な
塩
味

が
特
徴
で
す
。
こ
の
ミ
ネ
ラ
ル
類
に
含

ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
が
高
血
圧
予
防
に
な

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
高
血

糖
と
脂
質
異
常
を
防
ぐ
成
分
が
含
ま
れ

て
お
り
、
現
代
病
の
元
で
あ
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
戦
う
栄
養
素

を
持
つ
貴
重
な
野
菜
で
す
。

　

て
　
な
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地域のパワーが夏に炸裂!!

7/28  おかげん祭 市民 花火大会

7/31～8/1  小松町 ふるさと 祭り

8/5～7  丹原 七夕 夏まつり

炎天下で見せた! 光る汗と消防魂

　時折小雨の降るあ
いにくの天候となり
ましたが、約4,500
発の色鮮やかな花火
が夜空を染めるたび
に、集まった多くの
観客からは雨雲を吹
き飛ばすかのような
大きな拍手や歓声が
上がっていました。

　７月25日、松山市の愛媛県消防学校で開催された県消防操
法大会には、西条市消防団の神拝分団と楠河分団を含む、県
下32チームが出場。ポンプ車の部では日ごろの訓練の成果を
遺憾なく発揮した神拝分団が準優勝、さらに同分団員の阿部
雅義さんが個人表彰と、見事にダブル受賞を果たしました。

　小松地区の夏を彩る恒例行事が盛大に開催されました。うなぎの
つかみどり、のど自慢大会などに続くメインイベントの小松音頭踊
りでは、子どもたちの書道パフォーマンスが注目を集めました。ま
た、大名行列のお殿様・お姫様役は、結婚を間近に控えたカップル
が務め、沿道からは大きな祝福が贈られていました。

　30回という歴史を重ね、県下でも最大級の七夕イベントに成長。
通りに連なる七夕飾りは、日暮れとともに華やかさから幻想的な雰
囲気へと姿を変え、地域の皆さんの盆踊りや子どもたちのダンス、
そして　野連による阿波踊りなどがいつまでも続いていました。

▲

猛
暑
の
中
、い
つ
も
の
規
律
あ
る
動
き
を
披
露

▲
そ
の
美
し
さ
を
伝
え
る
言
葉
を
持
ち
ま
せ
ん

▲

幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
お
二
人
に
は
祝
福
の
声
が…

▲
祭
り
の
あ
と
の
寂
し
さ
は

▲
三
十
周
年
を
迎
え
、ま
す
ま
す
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲
本
場
の
阿
波
踊
り
を
披
露
し
た「
𠮷
野
連
」の
皆
さ
ん

▲

宵
闇
が
迫
る
と
ま
つ
り
も
本
番

▲

こ
う
し
て
小
松
音
頭
が
踊
り
伝
え
ら
れ
ま
す

8/17  市民 納涼花火大会

▲

咲
い
て
は
消
え
る
花
火
の
は
か
な
さ
よ

　豊臣秀吉の四国進
攻で戦死した人々の
霊を慰めるため、盆
の送り火として打ち
上げたのが起源とい
われる花火大会。今
では季節の風物詩と
なり、会場を埋めた
見物人は行く夏を惜
しんでいました。
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海への理解と関心が深まりました
7/19　研　修　の　船8/1　マリンフェスタin西条

野球を通じて青少年の健全育成を ふるさとの清流に息づく命を観察

　国土交通省では７月を
海の月間とし、全国で各
種イベントを展開。西条
港でも、市とマリンスポ
ーツ財団が「マリンフェ
スタin西条」を開催しま
した。延べ 800人近い来
場者は、今治海上保安部
の巡視艇「せとぎり」へ
の体験乗船や、水上オー
トバイの試乗などで、海
と親しむ１日を過ごして
いました。　

　真っ青に晴れ渡った好天
のもと、市内の小中学生と
保護者など約 850人が参加
した研修の船。オレンジフ
ェリーの岸壁から出航した
船内では、操舵室の見学や
救命胴衣の着用実習、四国
運輸局の出前講座などが行
われました。また、海上保
安部の巡視艇やヘリコプタ
ーとの並走時には、みんな
デッキに出て大きく手を振
っていました。　

　プロ野球で活躍
した佐野慈紀氏・
村上隆行氏・橋本
清氏や、ヤンキー
ス時代に松井秀喜
選手のトレーナー
を務めた有間義和
氏らを講師に迎え
て、８月１日に開
催した硬式野球教
室には、小中学生
約100人が参加し
ました。
　ウォーミングア
ップから、バッテ
ィング・ピッチン
グ・フィールディ
ングの高いレベル
の技術にまで及ぶ
指導を受けた参加
者の顔は、それぞ
れの目標を見つけ
たかのように輝い
ていました。（関
連記事24ページ）

▲
 

海
と
触
れ
合
っ
た
夏
の
一
日

▲

巡
視
艇
の
体
験
乗
船
は
好
評
を
博
し
ま
し
た

▲
 

救
命
胴
衣
の
着
用
に
少
し
緊
張

▲

ラ
ン
デ
ブ
ー
に
大
興
奮
！

▲

真
剣
な
表
情
で
指
導
に
聞
き
入
る
参
加
者

▲

将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
ダ
ッ
シ
ュ
！

▲

自
分
の
抱
負
な
ど
を
発
表

▲ 日焼けした各校の代表が勢ぞろいした防災サミット

　昨年は、前日の雨による増水で
中止となった「水と親しむ青空教
室」を、今年は晴天のもと７月29
日に加茂川で開催しました。この
事業は、川にすむ生き物の種類か
らその河川の水質を判定する環境
省の全国水生生物調査（全国で約
８万人が参加）に登録しており、
加茂川は今年も水質階級Ⅰのきれ
いな水と判定されました。

▲

捕
ま
え
た
生
き
物
を
種
類
別
に
観
察

▲ 加茂川の水は今年もキレイかな？

▲ 暑くても川の水はひんやりして気持ちイーッ！

より実践的な防災力を身につけるために

▲
 

一
泊
二
日
の
防
災
キ
ャ
ン
プ
が
開
始

▲ 日本記録級の雨の激しさにはただ耐えるだけでした

　神戸小学校の児童によっ
て種から育てられたひまわ
りが、地域の婦人会や老人
会、農協、西条農業高校の
生徒ら、多くの関係者の協
力を得て、見事に大輪の花
を咲かせました。夏の日差
しのもと、満開のひまわり
畑では、子どもたちが押し
花や草木染めに挑戦したり
一面に広がる景色を楽しん
だりしていました。

　市内25小学校の６年生の代表60人が、７月29日には市民会館で子ども防災サミットに、
また８月11日からは多賀小学校での１泊２日の子ども防災キャンプに参加しました。
　さまざまな体験を通じて災害の恐ろしさと未然に防ぐことの大切さを学ぶとともに、防
災を切り口に確かな社会性とたくましさを身に付ける機会となりました。

きれいに咲いたよ 神戸「ひまわりぱあく」
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俳
　
句	

　
　
　
　
　

稲

井

爽

秋
　

選

三さ
ん
か
ん
し
お
ん

寒
四
温
一
人
く
ら
し
に
馴な

れ
に
け
り

　
藤

　
　
泉

何
も
か
も
娘こ

に
頼
り
き
り
木
々
芽め

ぶ吹
く

　
三
谷
福
美

大お
お
て
も
ん

手
門
厚
き
扉
に
風
光
る

　
　
　
　
　
　
青
野
義
明

の
ろ
の
ろ
と
卆そ

つ
じ
ゅ寿

の
吾わ

れ

と
か
た
つ
む
り

　
高
橋
和
子

紫あ

じ

さ

い

陽
花
や
重
た
き
雲
の
流
れ
ゆ
く

　
　
　
三
好
清
信

浜は

ま

ゆ

ふ

木
綿
の
ほ
の
か
に
香か

を

る
白
さ
か
な

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
我
部
美
代
子

蚊
を
叩
き
言
葉
躓

つ
ま
づ

く
十

じ
ゅ
う
ぜ
ん
か
い

善
戒

　
　
　
　
　
川
原
利
代

核
廃
絶
オ
バ
マ
宣
言
原

げ
ん
ば
く
き

爆
忌
　
　
　
　
　
伊
藤
通
友

　　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

伊

藤

凡

々
　

選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
せ
ら
ぎ
に
水
車
優
し
く
廻
る
音
　
　
　
永
井
　
幸

に
ぎ
や
か
に
お
し
ゃ
べ
り
楽
し
も
と
乙
女
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
千
賀
子

さ
り
気
な
く
元
気
を
見
せ
る
万
歩
計
　
　
毛
利
春
子

一
歩
引
く
ゆ
と
り
へ
風
が
柔
ら
か
い
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
我
部
地
江
子

蚊
を
追
え
ば
よ
た
よ
た
逃
げ
る
私
の
血
　
三
谷
福
美

た
だ
い
ま
と
帰
え
れ
ば
い
つ
も
母
が
い
た
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
千
賀
子

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
熱
中
症
に
気
を
配
る

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
増
幾
次
郎

天
の
川
地
球
の
上
に
胡あ

ぐ

ら坐
か
く

　
　
　
　
三
好
清
信

　
短
　
歌	

	
	

藤

田

虎

雄
　

選

庭
若
葉
日
増
し
に
み
ど
り
増
す
な
か
に
真し

ん

く紅
の
薔ば

ら薇

の
一
輪
が
映は

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
島
キ
ヨ
ノ

丁
寧
に
手
も
て
蒔ま

き
た
る
葉は

だ
い
こ
ん

大
根
機
械
蒔
き
か
と
芽

生
え
を
問と

は
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
垂
水
多
喜
代

体
調
を
崩く

ず

せ
る
吾わ

れ

を
思
ふ
ら
し
夢
に
亡
き
妻
草
取
り

を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤

　
　
泉

闇
深
き
早さ

な

え

だ

苗
田
に
し
て
蛙

か
わ
ず

ら
は
誘

い
ざ
な

ひ
合
ひ
て
夜よ

る

を
謳

歌
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶

　
末
子

敗
戦
忌

　
母
の
忌き

も
あ
り
八
月
を
赤
き
カ
ン
ナ
が
咲

き
盛さ

か

る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
和
佐
弥
生

回
診
の
院
長
先
生
笑
い
つ
つ
白し

ら

が髪
隠か

く

し
の
帽
子
褒ほ

め

ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
ト
ク
子

ニ
ュ
ー
ス
見
て
テ
レ
ビ
に
怒
る
わ
が
夫
　
宝
ク
ジ
や

め
!!
相
撲
も
や
め
ろ
!!

　
　
　
　
　
　
真
鍋
生
朝
子

「
さ
よ
な
ら
」
と
友
と
別
れ
の
手
を
振
れ
ば
電
車
の

中
の
幼お

さ
な
ご子

も
振
る
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
千
賀
子

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り

が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

毎
月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
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市
庁
舎
本
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総
務
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広
報
情
報
係
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直
通
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　西条市のみなさん、ナマステ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　私は、2008年６月から２年間、青年海外協力隊エイズ対策
　　　　　　　　　　　　　　　　　隊員としてネパールで活動していました。ネパールと聞いて
　　　　　　　　　　　　　　　　　あまりピンとこない方も多いかもしれませんが、エベレスト
　　　　　　　　　　　　　　　　　のある国、仏陀（ぶっだ）の生まれた国と言った方がなじみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　深いかもしれませんね。北はチベット、南はインドに挟まれ
た小さな国で、面積は北海道の約1 . 8倍しかありません。人口は約2600万人。ヒンドゥー教と仏教
が混在している宗教色の強い国です。
　現在、ネパールには推定７万人近いＨＩＶ感染者がいると言われています。大半がインドへの出
稼ぎ労働者の性行為感染、大きな都市では若者のドラッグの打ちまわしによる血液感染です。その
他、セックスワーカー、同性愛者、ストリートチルドレン、少女売買などもリスクが高く、エイズ
問題は貧困やカースト制度などが複雑に影響しているのです。
　この国で私はＨＩＶ感染者へのケア＆サポートを行っていました。活動先はネパールのＮＧＯ、
感染者がつくる感染者のためのＨＩＶ感染者団体です。このＮＧＯは国内数カ所にケアセンターと
呼ばれる施設を有し、そのうちの一つが私の活動先となっていました。私はスタッフと共に、ＡＲ
Ｖ（エイズ治療薬）を開始した感染者がセンターを出た後も自立した生活が送れるよう患者指導を
行っていました。また、Tel Medicineと呼ばれるインターネットを利用した治療アドバイスの実施、
患者情報シートを電子化し感染者のデータを取るなど新しいシステムの導入も行いました。
　６月、２年の任期を終えて無事に帰国したところです。

▲青年海外協力隊員
　　秋山和代さん（右）
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定 期 無 料 相 談
■行政相談
○９月７日㈫、10月５日㈫　13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○９月14日㈫　９時～12時　丹原福祉センター　　
○９月28日㈫　９時～12時　桜樹公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○９月14日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○９月17日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
■人権相談
○９月14日㈫　13時～17時　東予農村環境改善センター　
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局人権相談室
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。（予約受付は９月１日㈬～）
○９月８日㈬・22日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○９月15日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は12頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　９月14日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■社会保険出張相談
　９月８日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■社会保険等相談
　９月９日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■無料不動産相談
　９月10日㈮　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所
■無料土地建物取引相談
　９月８日㈬　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
　※９月18日㈯　10時～12 時　小松公民館でも専門的相談を
　　実施します。問合せは下記たんぽぽくらぶへ。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■精神障害者の家族相談会
　９月16日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803
■補聴器相談会
　９月15日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階102会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■お酒の悩み相談
　９月22日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■不動産鑑定士による不動産に関する無料相談会　
日時　10月１日㈮　10時～16時
場所　市民会館（東予総合支所隣）
問合せ　㈳愛媛県不動産鑑定士協会　℡089ー941ー8827
■無料司法書士法律相談所　
日時　10月１日㈮　10時～15時　
場所　○市民会館（東予総合支所隣）
　　　○総合文化会館
問合せ　愛媛県司法書士会西条支部　
　　　　塩崎事務所　℡0898ー64ー3223
■法務局くらしの相談所　
日時　10月３日㈰　10時～15時（受付は14時30分まで）　
場所　新居浜市市民文化センター
問合せ　松山地方法務局西条支局　℡0897ー56ー0188　

■全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間
日時　９月６日㈪～12日㈰　
　　　月～金曜日：８時30分～19時　土・日曜日：10時～17時
電話　０１２０－０２５－５５０（携帯電話可、ＩＰ電話不可）
問合せ　松山地方法務局　℡089－932－0888　
■多重債権者無料相談会　（予約制）　
日時　９月15日㈬　10時～16時　　場所　東予地方局今治支局
問合せ・予約　東予地方局総務県民課　℡0897ー56ー1300
　　　　　　　受付時間：月～金曜日の８時30分～17時15分
■司法書士全国一斉成年後見相談会
　～相続・遺言・成年後見・悪質商法に関する相談～
日時　９月20日㈪　13時～17時（受付は16時30分まで）
場所　今治市民会館
問合せ　リーガルサポートえひめ支部　℡089－941－8065
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病
院
や
医
院
に
か
か
る
と
き
に

使
わ
れ
る
医
療
保
険
の
仕
組
み
は

２
年
ご
と
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
知
っ
て
お
き
た
い
、
い

く
つ
か
の
話
題
に
つ
い
て
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
８
月
か
ら
、
一
部
の
医

療
機
関
（
診
療
費
計
算
に
パ
ソ
コ

ン
を
使
わ
な
い
医
療
機
関
等
）
を

除
き
、
「
診
療
明
細
書
」
を
発
行

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
診
療
明
細
書
に
は
診
察
料
や

検
査
料
、
薬
剤
の
名
称
な
ど
と
、

診
療
点
数
（
１
点
が
10
円
）
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
い
っ
た
医
療
を
受
け
た
か

が
詳
し
く
分
か
る
一
方
で
、
治
療

し
て
い
る
病
気
に
つ
い
て
、
例
え

ば
が
ん
の
治
療
や
検
査
を
受
け
て

い
る
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
他
人
に
個
人

情
報
が
漏
れ
な
い
よ
う
な
注
意
が

必
要
で
す
。
医
療
機
関
で
受
け
取

っ
た
明
細
書
は
な
く
さ
ず
家
に
持

っ
て
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

病
医
院
に
定
期
的
に
通
院
し
て

い
る
な
ど
、
診
療
の
内
容
が
分
か

っ
て
お
り
、
明
細
書
が
不
要
な
場

合
は
受
付
で
不
要
で
あ
る
こ
と
を

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

紙
や
イ
ン
ク
な
ど
の
資
源
節
約
に

な
り
ま
す
。

　

何
か
新
し
く
病
気
に
な
っ
て
、

普
段
か
か
り
つ
け
の
病
医
院
以
外

の
医
療
機
関
に
入
院
す
る
こ
と
は

珍
し
く
な
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば

内
科
で
高
血
圧
の
治
療
を
し
て
い

る
人
が
骨
折
で
整
形
外
科
に
入
院

し
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
で
す
。

こ
う
し
た
場
合
、
従
来
は
入
院
し

て
い
る
病
院
か
ら
外
出
し
て
診
察

を
受
け
る
と
か
、
家
族
の
方
が
お

薬
を
受
け
取
り
に
行
く
と
い
う
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
４
月
か
ら
は
、
入
院
中
の

患
者
さ
ん
が
他
の
医
療
機
関
で
治

療
を
受
け
た
り
、
薬
を
受
け
取
っ

た
り
す
る
こ
と
は
原
則
的
に
禁
止

さ
れ
ま
し
た
。
黙
っ
て
治
療
を
受

け
た
場
合
に
は
、
治
療
費
が
保
険

か
ら
は
支
払
わ
れ
な
い
と
い
う
よ

う
な
こ
と
も
起
こ
り
え
ま
す
。
や

む
を
得
な
い
場
合
で
も
、
医
師
の

紹
介
状
等
が
必
要
で
す
。

　

入
院
し
た
場
合
に
は
、
必
ず
医

師
や
看
護
師
等
に
現
在
か
か
っ
て

い
る
病
気
と
薬
に
つ
い
て
お
話
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

近
頃
テ
レ
ビ
の
宣
伝
と
か
で
も

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
」
と
い

う
言
葉
を
よ
く
聞
か
れ
る
か
と
思

い
ま
す
。
薬
品
を
開
発
し
た
メ
ー

カ
ー
が
作
る
「
先
発
医
薬
品
」
に

対
し
、
そ
の
特
許
が
切
れ
て
か
ら

別
の
メ
ー
カ
ー
で
作
ら
れ
る
同
成

分
の
お
薬
の
こ
と
で
す
。

　

先
発
医
薬
品
の
３
割
引
以
下
の

値
段
に
決
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

薬
代
は
安
く
な
る
し
、
大
き
な
目

で
見
る
と
国
民
医
療
費
も
少
な
く

て
済
む
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、

成
分
は
同
じ
で
も
添
加
物
や
製
造

方
法
に
よ
っ
て
効
き
目
が
異
な
る

と
い
う
専
門
家
も
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤
師

に
よ
く
相
談
さ
れ
て
か
ら
選
択
す

る
の
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。
も

ち
ろ
ん
最
近
発
売
さ
れ
た
新
し
い

薬
に
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

病
医
院
や
薬
局
で
お
薬
と
一
緒

に
、薬
の
名
前
や
飲
み
方
、効
能
、

副
作
用
等
を
書
い
た
紙
や
手
帳
を

も
ら
う
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
お
薬
は
正
し
い
飲
み
方
を
し

な
い
と
、
き
ち
ん
と
し
た
効
果
が

出
ま
せ
ん
し
、
副
作
用
の
危
険
も

増
加
し
ま
す
。
最
近
は
複
数
の
病

医
院
で
治
療
を
受
け
ら
れ
る
方
も

多
く
な
り
、
薬
同
士
の
飲
み
合
わ

せ
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

私
の
診
療
科
で
も
、
水
虫
の
薬

と
一
部
の
胃
薬
を
一
緒
に
飲
ん
だ

ら
い
け
な
い
と
か
、
前
立
腺
肥
大

症
の
薬
を
飲
ん
で
い
る
と
白
内
障

の
手
術
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
る

と
か
、
思
い
が
け
な
い
ケ
ー
ス
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

逆
に
、
新
し
い
薬
を
も
ら
っ
た

と
き
に
今
ま
で
飲
ん
で
い
た
薬
を

自
己
判
断
で
中
断
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
危
険
な
こ

と
で
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
薬
の
紙
や
お
薬
手
帳
は
大
事

に
保
存
し
、
病
医
院
を
受
診
す
る

と
き
に
は
必
ず
保
険
証
等
と
一
緒

に
見
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
保
険
証
は
月
に
一
度
は
確

認
す
る
決
ま
り
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

西条市医師会広報部
飯尾皮フ科泌尿器科

飯尾昭三

最
近
の
医
療
保
険
制
度
あ
れ
こ
れ

診
療
明
細
書

入
院
中
の
他
科
受
診

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

お
薬
の
紙
、
お
薬
手
帳
、

保
険
証
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10日㈮　 9：30～11：00　小松保健センター

29日㈬　 9：30～11：00　東予北地域交流センター

９日㈭　 9：30～11：00　田野公民館

７日㈫　 9：30～11：00　中央保健センター

６日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

２日㈭　 9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、
　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　９月３日㈮
○東予保健センター　９月24日㈮
○丹原保健センター　９月10日㈮
○小松保健センター　９月17日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　９月27日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　９月28日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■９月の献血日程
◆立正佼成会西条教会
　９月12日㈰　10時～12時、13時～15時
◆パルティ・フジ東予店
　９月15日㈬　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
◆フジグラン西条
　９月29日㈬　10時～16時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

14日㈫
30日㈭

28日㈫

16日㈭
15日㈬

７日㈫
９日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成22年５月１日～
５月31日の出生児

平成22年５月１日～
６月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央

東予・丹原・小松

平成21年２月１日～
２月28日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成19年８月１日～
８月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善
　　　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　９月・10月の日程等　※申し込みは前日まで受付

▼市民健康講座の日程等

10月29日㈮

10月６日㈬　　19時30分～21時

日　　　時 場所・申込先

東予保健センター 80人

10月20日㈬　　19時30分～21時 中央保健センター 80人

定　員

東予保健センター 10月８日㈮

丹原保健センター 10月22日㈮

小松保健センター 10月１日㈮

９月17日㈮

９月10日㈮

９月24日㈮

９月３日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

　お酒は、うつ病と自殺に密接に関係しています。お酒と
健康の居心地良い関係を知っておきましょう。
講師　西条保健所　所長　新山徹二氏
申込方法　開催場所の保健センターへご連絡ください。

▼ウォーキング教室の日程等　※祝日・年末年始は休講します。

10月４日～３月28日の月曜日　　13時30分～15時中央保健センター

日　　　時場所・申込先

10月６日～３月30日の水曜日　　９時30分～11時東予保健センター

10月６日～３月16日の水曜日　　13時30分～15時丹原保健センター

10月６日～３月30日の水曜日　　13時30分～15時小松保健センター

対象　おおむね30歳以上の市民
内容　正しい歩き方やストレッチ運動を習得し、３～５㎞のコースをウォー
　キングします。定期的に体組成などを測定し、身体状況を評価します。
申込先　９月７日㈫から開催場所の保健センターで受け付けます。教室の開
　催期間中であれば、いつからでも参加でき、参加回数も自由です。

※総合健診について詳しくは「平成22年度健康カレンダー」をご覧いただくか、
　各保健センターへお問い合わせください。

健康診査の対象者・検査内容
●対象者
○平成23年３月31日現在において、
　18～39歳の方、国民健康保険に加入する40～74歳の方
○後期高齢者医療制度の加入者（受診日において75歳以上の方等）
●検査内容
　問診、身体計測、腹囲測定、血圧、検尿、血液検査、診察
※診察結果等に応じて詳細な健診を実施する場合があります。
※75歳以上の方には腹囲測定を実施しません。

肝炎ウイルス検診の対象者・検査内容
●対象者
　平成23年３月31日現在において、40歳の方、過去に肝炎ウイルス
検診を受診していない41歳以上の方
●検査内容　Ｃ型・Ｂ型肝炎ウイルス血液検査

西条地区の「総合健診（後期）」の日程・場所・申込先
受付時間：●…８時30分～11時　　■…８時30分～11時、13時10分～13時40分　　◎…13時10分～13時40分

肺 大腸 超音波 前立腺 乳 子宮胃
● ● ● ● ● ■ ◎●
● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ■ ◎●
● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ■ ◎●
● ● ● ● ●●
● ● ● ● ●

●

● ●

●
●●

● ● ● ● ● ■ ◎●
● ● ● ● ● ■ ◎●
● ● ● ● ● ■ ◎●
● ● ● ● ● ■ ◎●

がん検診 申込先実施場所日程

中央保健センター
℡0897－52－1215

10／22 ㈮
10／25 ㈪
10／26 ㈫
10／31 ㈰
11／９ ㈫
11／17 ㈬
11／19 ㈮
11／22 ㈪
12／３ ㈮
12／15 ㈬
12／17 ㈮

西
条

地
区

飯岡公民館

中央保健センター

中央保健センター

健康診査
肝炎ウイルス検診

総合健診（後期）
西条地区の後期受付を９月８日㈬から開始します

ウォーキングで健康生活

がん検診の対象者・検査内容
●胃がん検診
　対象者：18歳以上の方　　検査内容：胃部レントゲン
●肺がん検診
　対象者：18歳以上の方　　検査内容：胸部レントゲン
●大腸がん検診
　対象者：30歳以上の方　　検査内容：便潜血検査
●腹部超音波検診
　対象者：30歳以上で明治～昭和の偶数年生まれの方
　検査内容：腹部画像検査
●前立腺がん検診
　対象者：50歳以上の男性で明治～昭和の偶数年生まれの方
　検査内容：血液検査（腫瘍マーカー）
●乳がん検診
　対象者：30歳以上の女性で明治～昭和の偶数年生まれの方
　検査内容：マンモグラフィー（レントゲン）
●子宮頸がん検診
　対象者：18歳以上の女性　　検査内容：視診・細胞診

９月10日㈮～16日㈭

自殺予防週間
　一人で悩みを抱え込まないで、誰かに聞
いてもらったり、相談したりしましょう。
★心の相談窓口　まずは、気軽にご相談ください。
○西条保健所
　精神保健係　℡0897－56－1300
○中央保健センター　℡0897－52－1215

症状は軽いけれど、どうすれば…
　休日や夜間に、どの病院に行けばよいか分からない
場合には、次のサービスをご利用ください。

■えひめ医療情報ネット（当番病医院等の情報検索）
　パソコン　http://www.qq.pref.ehime.jp/
　携帯電話　http://www.qq.pref.ehime.jp/kt.asp

■当番病医院テレホンサービス（音声案内）
　℡0897－58－2200

■小児救急医療電話相談（応急対処法をアドバイス）
　プッシュ回線・携帯電話：℡♯8000
　ダイヤル回線：℡089－913－2777

★普段からの３つの心がけ
①日頃から「かかりつけ医」を持ちましょう。
②健康診断や検診などで、病気の予防や早期発見に努めましょう。
③家庭で薬を常備しましょう。

★受診にあたっての３つの心がけ　
①なるべく医療機関の通常の診療時間内に受診しましょう。
②救急車で搬送されても、軽症の場合は、通常の受付順となる場合が
　あることに留意しましょう。
③休日や夜間において比較的症状の軽い方は、休日・夜間の当番病医
　院を利用しましょう。

愛媛の救急医療を守る
147万人の県民運動

広報さいじょう　2010　9月号 32



10日㈮　 9：30～11：00　小松保健センター

29日㈬　 9：30～11：00　東予北地域交流センター

９日㈭　 9：30～11：00　田野公民館

７日㈫　 9：30～11：00　中央保健センター

６日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

２日㈭　 9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、
　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　９月３日㈮
○東予保健センター　９月24日㈮
○丹原保健センター　９月10日㈮
○小松保健センター　９月17日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　９月27日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　９月28日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■９月の献血日程
◆立正佼成会西条教会
　９月12日㈰　10時～12時、13時～15時
◆パルティ・フジ東予店
　９月15日㈬　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
◆フジグラン西条
　９月29日㈬　10時～16時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

14日㈫
30日㈭

28日㈫

16日㈭
15日㈬

７日㈫
９日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成22年５月１日～
５月31日の出生児

平成22年５月１日～
６月30日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央

東予・丹原・小松

平成21年２月１日～
２月28日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成19年８月１日～
８月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善
　　　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　９月・10月の日程等　※申し込みは前日まで受付

▼市民健康講座の日程等

10月29日㈮

10月６日㈬　　19時30分～21時

日　　　時 場所・申込先

東予保健センター 80人

10月20日㈬　　19時30分～21時 中央保健センター 80人

定　員

東予保健センター 10月８日㈮

丹原保健センター 10月22日㈮

小松保健センター 10月１日㈮

９月17日㈮

９月10日㈮

９月24日㈮

９月３日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

　お酒は、うつ病と自殺に密接に関係しています。お酒と
健康の居心地良い関係を知っておきましょう。
講師　西条保健所　所長　新山徹二氏
申込方法　開催場所の保健センターへご連絡ください。

▼ウォーキング教室の日程等　※祝日・年末年始は休講します。

10月４日～３月28日の月曜日　　13時30分～15時中央保健センター

日　　　時場所・申込先

10月６日～３月30日の水曜日　　９時30分～11時東予保健センター

10月６日～３月16日の水曜日　　13時30分～15時丹原保健センター

10月６日～３月30日の水曜日　　13時30分～15時小松保健センター

対象　おおむね30歳以上の市民
内容　正しい歩き方やストレッチ運動を習得し、３～５㎞のコースをウォー
　キングします。定期的に体組成などを測定し、身体状況を評価します。
申込先　９月７日㈫から開催場所の保健センターで受け付けます。教室の開
　催期間中であれば、いつからでも参加でき、参加回数も自由です。

※総合健診について詳しくは「平成22年度健康カレンダー」をご覧いただくか、
　各保健センターへお問い合わせください。

健康診査の対象者・検査内容
●対象者
○平成23年３月31日現在において、
　18～39歳の方、国民健康保険に加入する40～74歳の方
○後期高齢者医療制度の加入者（受診日において75歳以上の方等）
●検査内容
　問診、身体計測、腹囲測定、血圧、検尿、血液検査、診察
※診察結果等に応じて詳細な健診を実施する場合があります。
※75歳以上の方には腹囲測定を実施しません。

肝炎ウイルス検診の対象者・検査内容
●対象者
　平成23年３月31日現在において、40歳の方、過去に肝炎ウイルス
検診を受診していない41歳以上の方
●検査内容　Ｃ型・Ｂ型肝炎ウイルス血液検査

西条地区の「総合健診（後期）」の日程・場所・申込先
受付時間：●…８時30分～11時　　■…８時30分～11時、13時10分～13時40分　　◎…13時10分～13時40分

肺 大腸 超音波 前立腺 乳 子宮胃
● ● ● ● ● ■ ◎●
● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ■ ◎●
● ● ● ● ●●
● ● ● ● ● ■ ◎●
● ● ● ● ●●
● ● ● ● ●

●

● ●

●
●●

● ● ● ● ● ■ ◎●
● ● ● ● ● ■ ◎●
● ● ● ● ● ■ ◎●
● ● ● ● ● ■ ◎●

がん検診 申込先実施場所日程

中央保健センター
℡0897－52－1215

10／22 ㈮
10／25 ㈪
10／26 ㈫
10／31 ㈰
11／９ ㈫
11／17 ㈬
11／19 ㈮
11／22 ㈪
12／３ ㈮
12／15 ㈬
12／17 ㈮

西
条

地
区

飯岡公民館

中央保健センター

中央保健センター

健康診査
肝炎ウイルス検診

総合健診（後期）
西条地区の後期受付を９月８日㈬から開始します

ウォーキングで健康生活

がん検診の対象者・検査内容
●胃がん検診
　対象者：18歳以上の方　　検査内容：胃部レントゲン
●肺がん検診
　対象者：18歳以上の方　　検査内容：胸部レントゲン
●大腸がん検診
　対象者：30歳以上の方　　検査内容：便潜血検査
●腹部超音波検診
　対象者：30歳以上で明治～昭和の偶数年生まれの方
　検査内容：腹部画像検査
●前立腺がん検診
　対象者：50歳以上の男性で明治～昭和の偶数年生まれの方
　検査内容：血液検査（腫瘍マーカー）
●乳がん検診
　対象者：30歳以上の女性で明治～昭和の偶数年生まれの方
　検査内容：マンモグラフィー（レントゲン）
●子宮頸がん検診
　対象者：18歳以上の女性　　検査内容：視診・細胞診

９月10日㈮～16日㈭

自殺予防週間
　一人で悩みを抱え込まないで、誰かに聞
いてもらったり、相談したりしましょう。
★心の相談窓口　まずは、気軽にご相談ください。
○西条保健所
　精神保健係　℡0897－56－1300
○中央保健センター　℡0897－52－1215

症状は軽いけれど、どうすれば…
　休日や夜間に、どの病院に行けばよいか分からない
場合には、次のサービスをご利用ください。

■えひめ医療情報ネット（当番病医院等の情報検索）
　パソコン　http://www.qq.pref.ehime.jp/
　携帯電話　http://www.qq.pref.ehime.jp/kt.asp

■当番病医院テレホンサービス（音声案内）
　℡0897－58－2200

■小児救急医療電話相談（応急対処法をアドバイス）
　プッシュ回線・携帯電話：℡♯8000
　ダイヤル回線：℡089－913－2777

★普段からの３つの心がけ
①日頃から「かかりつけ医」を持ちましょう。
②健康診断や検診などで、病気の予防や早期発見に努めましょう。
③家庭で薬を常備しましょう。

★受診にあたっての３つの心がけ　
①なるべく医療機関の通常の診療時間内に受診しましょう。
②救急車で搬送されても、軽症の場合は、通常の受付順となる場合が
　あることに留意しましょう。
③休日や夜間において比較的症状の軽い方は、休日・夜間の当番病医
　院を利用しましょう。

愛媛の救急医療を守る
147万人の県民運動
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休日の当番病医院

平日夜間の当番病医院

内科

内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科
内科
外科

内科

外科

１
（水）

５
（日）
12
（日）
19
（日）
20
（月）
23
（木）

26
（日）

２
（木）

15
（水）

３
（金）

16
（木）

30
（木）

４
（土）

17
（金）
18
（土）

６
（月）
７
（火）

21
（火）

８
（水）

22
（水）

９
（木）
10
（金）

24
（金）

11
（土）

25
（土）
27
（月）

14
（火）

13
（月）

28
（火）

外科
内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

内科
外科

29
（水）

※「まなべ病院」は、９月21日㈫から『西条市民病院』に名称変更し、小松町妙口（小松北ＩＣから東へ約600ｍ）へ移転します。

　「救急の日」「救急医療週間」は、救急医療や救急業務、応急手当に対する
正しい理解と認識を深めていただくことを目的に定められました。
　救急車は本当に緊急を要する人が必要とするものです。皆さんも救急に対す
る正しい知識を身に付け、救急車の適正な利用にご協力ください。

９月９日㈭は「救急の日」
９月５日㈰～11日㈯は「救急医療週間」

広報さいじょう　2010　9月号 34



　

西
条
運
動
公
園
内
に
あ
る
「
ひ

う
ち
球
場
」
は
、
磁
気
反
転
式
の

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
や
夜
間
照
明
施
設

を
備
え
、
観
客
収
容
数
は
約
１
万

１
千
。
両
翼
92
㍍
・
中
堅
１
２
０

㍍
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
は
阪
神

甲
子
園
球
場
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
を

有
し
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て
野

球
を
愛
好
す
る
皆
さ
ん
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

抜
群
の
環
境
に
あ
る
た
め
、
近

年
で
は
西
日
本
だ
け
で
な
く
全
国

か
ら
多
く
の
社
会
人
や
大
学
等
の

野
球
チ
ー
ム
が
、
こ
こ
を
キ
ャ
ン

プ
地
に
選
び
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
夏
も
、
全
国
高

等
学
校
野
球
選
手
権
愛
媛
大
会
の

会
場
と
し
て
、
２
・
３
回
戦
合
わ

せ
て
10
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
は
熱
心
な
野

球
フ
ァ
ン
が
、
内
野
ス
タ
ン
ド
は

各
校
の
応
援
団
が
、
そ
し
て
芝
生

張
り
の
外
野
ス
タ
ン
ド
に
は
暑
さ

を
避
け
て
木
陰
で
の
観
戦
を
楽
し

む
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
陣
取
り
、

繰
り
広
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な
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て
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た
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高
校
球
児
た
ち
の
汗
や
涙
も「
ひ
う
ち
球
場
」の
歴
史
と
な
り
ま
す

観
戦
ス
タ
イ
ル
は
異
な
っ
て
も「
野
球
好
き
」は
同
じ

西条運動公園西条運動公園
N

産業道路

西条市
消防本部

市塚
交差点

西条
警察署

総合体育館
ひうち球場ひうち球場

ひうち
陸上競技場

No.61　ハジロコチドリ（旅鳥）
　2003年３月、加茂川河口で初めて確認されて以来、毎年飛来
している珍鳥ハジロコチドリです。９月上旬に渡来し翌年春ま
でシロチドリの群れと行動を共にしています。留鳥のコチドリ
とは、くちばしの形、胸の黒い帯、足の色や翼上面に出る白い
線が識別点。今年も無事に帰って来ることを願っています。

撮
影：

十
亀
茂
樹

　

          
第
64
回　

 

ひ　

う　

ち　

球　

場

平成22年７月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　114,681 人   (－49人）

　男　　  54,967 人 （－27人）

　女　　  59,714 人 （－22人）

世　帯　  48,066世帯 (－2世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　８月７日、小学校の修学旅行以来
となる広島を訪れました。真夏の強
い日差しが照りつける下、静かにた
たずむ原爆ドームを眼前にした時、
65年前の惨劇を思い、手を合わさず
にはいられませんでした。
　戦跡の観光地化が懸念されている
と新聞等で知ってはいましたが、原
爆ドームの前で幼い子や孫と満面の
笑みで記念撮影する日本人の多さに
は、本当に驚かされました。戦争を
知る方が少なくなっていく今、戦争
を知らない私たちがどのようにして
語り継いでいけばよいのか、考えさ
せられる出来事でした。　　（ト）
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大ホール13：30

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ
９

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

日12 西条市人権教育課 ℡0897－52－1360差別をなくする市民の集い　
　※人権ポスター・標語の作品展を11～12日に小ホールにて開催

日19 10：009：00 鶯哥塾 ℡0898－64－2141大ホール鶯哥塾2010歌謡祭　鶯哥・夢歌コンサート　 無　料

水29 9：309：00 西条市高齢介護課 ℡0897－52－1292大ホール第６回西条市老人福祉大会 無　料
土25 13：3013：00 西条市危機管理課 ℡0897－52－1284小ホール西条市交通安全市民大会 無　料

13：00
日本ＡＬＳ協会愛媛県支部（久保） ℡089－984－885412：30日５ 13：30 無　料

無　料
小ホール日本ＡＬＳ協会愛媛県支部講演会

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【９月の休館日】 毎週月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬、24日㈮

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【９月の休館日】 毎週月曜日（20日開館）、21日㈫、22日㈬、24日㈮

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

９
日

展 示 室
松田歌謡教室 ℡0897－57－9209大ホール9：10 9：30松田歌謡教室演歌の祭典　特別ゲスト：愛本健二５

10：00 燧洋書道会（友近） ℡0898－22－3995友近吾邑書展　※20時（５日は18時）まで展示 無　料
無　料

展 示 室
小ホール9：00第６回西条市障害者福祉のつどい土11 西条市社会福祉課 ℡0897－52－1214

一般：1000円
学生：800円大ホール社の調べvol.7　大阪教育大学学生による演奏会水15 18：30 19：00 西條歴史文化事業実行委員会（塩出）℡0897－56－8802

総合文化会館 ℡0897－53－5500

総合文化会館 ℡0897－53－5500

10：00 無　料
無　料

小ホール日12 11：30 12：00社交ダンスパーティー 西条竹ダンス（若原） ℡0897－56－63481000円
日12 8：30うちぬきウォークラリー2010出発式

大ホールショパン生誕200周年記念　川畠成道リサイタル金17 18：30 19：00 4500円
大ホール西条市文化講演会～想いを伝える５・７・５～土18 13：00 13：30 西条市社会教育課 ℡0897－52－1254500円
大ホール玉津歌謡発表会日19 11：30 12：00 玉津歌謡愛好会（髙橋） ℡0897－56－4789無　料
大ホール地下水シンポジウム　

　未来につなぐ地下水の科学　～水の都　西条からの発信～木23 12：30 13：00 西条市環境衛生課 ℡0897－52－1221無　料
小ホール西条中央病院市民健康教室土25 14：00 14：30 西条中央病院総務課 ℡0897－56－0300無　料
大ホール第７回西条市社会福祉大会　※福祉施設・作業所販売コーナー（12時～16時）日26 12：30 13：00 西条市社会福祉協議会 ℡0898－64－2600無　料
小ホール友の会恒例　生バンド演奏でおくる　うたごえ喫茶火28 18：00 18：30 総合文化会館友の会事務局 ℡0897－53－5500無　料

３～

５
金～

日

９/17　　19時開演
総合文化会館大ホール

金

全席指定：4,500円　
　※西条市図書館利用カード
　　提示で500円割引

総合文化会館・丹原文化会館
などでチケット好評発売中！

丹原文化会館
10/３　　10時～17時日

オーラソーマ、カラーセラピー、パー
ソナルカラー診断、メイク、ネイル、
ボディアート、フラワーアレンジ、ア
イウェア、カラフルベーグルなど

「カラー」をテーマに
活動するクリエーターが集結！

９月25日㈯総合文化会館またはローソンチケット（Ｌコード：69727）
でチケット発売開始！　総合文化会館友の会先行予約あり。

総合文化会館大ホール
11/27　　19時開演土 入場料　5,500円（全席指定）

※６歳以上有料、３歳未満入場不可
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